
号外第 ６９ 号）
」
（３分冊の

明

帖

＝

十

五

年
一一一
月
一一一
十
一

目

（号 外〕

Ｏ

○

国

家

公

務

＾

共

済

魁

合
法

に
よ

る

再

評

価

率

切

改

定

等

に

田

す

る

政

令

＾
八

二
）

○
地

方

公

務

員

等

共

靖

組

合

法

に
よ

る

再
呼

価
率

⑳

改
定

笛

に

関
す

る

政

令

＾
八

三
〕

○

睡

人

等

⑳

被

害
に

つ
い

て

晒

給

付

に

関

す

る

法

律

施

行

令

切

一

部
を

改

正

す

る

政

令

＾
八

四
）

○
公
立
籔
務
暇
育
階
学
赦
初
学
級
編
制
及
ぴ

敦
醐
口
定
数
の
蠣
串
に
距
す
み
法
律
施
行

令

の

一

部

を

改

正

す

る
政

令

＾
八

五
〕

○

小

規

棋

企

業

井

済

法

施

行
令

の

一
部

註

改

正

す

る

政

令

＾
八

六
〕

○

水
先

撞

施

行
令

の

一

部

左

改

正

す

る
政

令

＾
八
七
）

○

佃

気
－
咀
－
帽
基
血
肚
由
川
由
－
田
－
瞠
…
拙
”
ｏ
吐
瞠
用
⊥
ハ
条

第

＝

号

の

資

金

の

管

付

け
を

定
め

る

政

令

の

一

部

を

改

正

す

る

政

令

＾
八
八
〕

○

自

然

公

圓

法

描

行

令

の

一

部

左

改
正

す

る

政
令

〔
八
九
）

○

児

竈
扶

芸

手

当
法

施

行
令

寧

切

一

部
を

改

正

す

る

政

令

〔
九
〇
〕

薬
事
法
関
孫
手
数
料
令

＾
九

二

〇

国

民
年

金

桂

に

よ

る

改

定
率

切

改
定

等

に

関
す

る

政

令

＾
九

二
〕

〔
府

令
〕

○

防

衛
施

股

片

組
織

親

則
の

一

部

荏

改

正
す

る

内

閣

府

令

＾
内

闇

国
一一
二
〕

〔
省

令
〕

○

血

族

国

庫

ｏ
券

の

発

行

交

付
等

に

関
す

る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

＾
財
碕
二
〇
〕

○

戦

没

者

箒

切

迫

族
に

対
す

る

特

別

弔

慰

金

支

給

法

第

五

条

第

＝

項

肥
規

定

に

よ

ｏ

発

行

す

る

国

伽

切

開

行

交

付

寧
に

関
す

る

省

令

切

一

部

を

改

正

す

る

省

令

＾
同
二

こ

○

証

静
を

も

つ

て

す

る

掘

入

納
付

に

関
す

る

法

律
施

行

細

則
等

ω

一

部

壱

改

正

す

る
省

命

＾
同
＝
＝
〕

＝高
一^

目
而
…

…

次

官平成 １７ 年 ３ 月 ３０ 日 水曜日

〔
法

律
〕

○
恩
給
法
切
一
部
を
晩
正
す
る
法
律

｛
六
〕

○
半
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

＾
七
〕

○

山

村

振

興
法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

＾
八
〕

○

児

竈

扶

着

手

当

硅

に

よ

る

児

武

扶

讐

手

当

切
額

等

㊧

改

定

価

特

例
に

関

す

る

法

律

＾
九
〕

○

戦

投

者

等

の

竈

族

に

対

す

る

特

別

弔

慰

金

支

給

法

切

一

部

を

改

正

す

る

法

律

二

〇
〕

〔
政

令
〕

○

総

務

省

細

織

令

切

一

部

壱

改

正

す

る

政

令

（
七

六
〕

○

厚

生

弟

肋

省

組

織

令

の
一

部

を

改

正

す

る

政
令

＾
七
七
〕

ｏ

＾

耕

水

産
省

組
幟

令

切

一

部

を

改

正

す

る

政
令

＾
七
八
）

○

国
土

交

通

省

組

撤

令

等

の

一

部

を

改

正

す

る
政
令

＾
七
九
〕

○
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
授
機
椙
法
施

行

令

の

一

部

を

改

正

す

る

政

令

＾
八

ｏ
〕

○
思
給
給
与
規
則
及
ぴ
国
会
蹴
員
互
助
年
金

法

施

行

令

の
一

部

を

改

正

す

る
政

令

＾
八

一
〕

豆；

孟
一一
〇三

一一^
云呂

Ｏ

○
財

政
舳
肥
＾
資

金

預

暁

金
取

掘

規
則

等

皿

一

‘

部
を

改

正

す

る

省

令

＾
同

二

三
〕

○

彗

法
関
係
手
敬
料
規
則
の
一
部
を
改
正
・

す

る

省

令

＾
［
生

蝸
〇

五

二
〕

○
団
暢
用
医
藁
品
等
手
数
料
規
則

＾
口

林

水

置

四

〇
）

○

小

規
棋

企

業

共

済

法

抽

行

規

則

の
一

部

を

改

正

す
る

省
令

＾
挺

済

虜

党

三

八
〕

〔
告

示
〕

○

白

然

公

圓
法

施

行

令

附

則

第

三

項

に

規
定

す

る

指
定

区
城

⑳

一

部

を

改

正

す

る

件

｛
珊
靱
二
五
〕

一
兀壷

一一

頸
本
号
で
公
布
さ
れ
た

議

法
令
の
あ
ら
ま
し

鱗

一
麗

一
囲

φ
圃
蛤
監

ω
一
部

崔
誼

正
す
る
濫
筍

＾
法

律
踊
六
号
〕
＾
総

諦
省
〕

１

圃

蛉
桐
者
屹

係
る
失
梱
等
晒
届

由
義

瑚
に
関
す

る
規

定

崔

削

曲

す

る

こ

と

と

し

た
．
＾
思

捕

怯

第

九

茱

ノ

三

閲

唾
呈

思

給

相

者

が

死

亡

し

た

壇

合

に

串

Ｈ

る

宋

支

給

金

切

囎

求
に

コ

い

て
、

来

支

飴

金

症

景

吋

畳

梱

利

控

有

す

る

相

触

人

町

肥

同
順

位
者

が

＝

人

以

上

畠

る

と

音

は
、

モ

肥

う

ち

の

一

人
州

し

た

誼

求

は

全

貝

晒

た

め

モ

田

全

曲

忙

つ

音
し

症

も
耐

と

尭

な

す

こ

と

と

し
，

従

来

鑓

損

付

け

て

い

た

儲

代

者

遡

任

屈

の

提

出

吉

庇
止

す

る
｝
」
と

と

し

た

二

周

給

法

第

一

〇

粂

ノ
一一一
閲

棉
〕

茗

失

描

等

の

届

出

軸

肪

連

反

音
に

対

す

る

過

斜
に

関

す

る

規

定

由

削

除

す

る
｝」
と

と

し

た
．
＾
思

給

法

蹄

八
一
一
兼

ノ

四

関

偶
〕

４

讐

通

思

胎

又
は

扶

助

料

で
、

か

つ
て

一

時

思

給

尊
左

曼

け

た

こ

と

に

よ

〇

一

定

額

が

抽

噛

吉

れ

た

金

額

崔

磁
灘
擦
五

φ

半

口
掘

唖

珪

の
一

部

走
苗

正

す

る

珪

榊
＾
法

律

第

七

号
〕

｛
国
土
交

亜
省
〕

１

半

島
掘

興

畦

切

目

的

忙

半

島

地

域

切

自

立

的

発

展

在

追

加
す

る
一」
と

と

し

た
。
＾
第

一

集

関

係
〕

呈

関

係

都

適

府

県

知

事

田

作

成
す

る

半

島

掘

回

計

画

に

定

め

る

事

項

と

Ｌ

て
、

国

内

及
ぴ

国

外

晒

地

域

と

晒

交

跣

切

促

瑳

関

す

着

事

項

並

ぴ
に

ホ

書
、

風

皆
、

地

頸

災

害

＾
地

竈

に

伴

い

兜
生

す

る

津

披

等

に

よ

ｏ

生
ず

る

披

皆

壱

含

む
．
〕
モ

の

仙
田

災

害

崔

肪

除

す

る

た

出

に

雌

理
な
国
土

保
全
施

股
博
碗
嘘
偏
に
関
す

る
事
項
を
追
加

す

君
，
」
と

と
し

た
。
＾
館

四

条

閥

係
〕

ヨ

国

及
ぴ

地

カ

公

共

田

体

帖
、

半
畠

掘

興

剥

蝿

実

施

地

域

に

培

け

る

高
由
拮
…
報

掴

侶

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

そ
の

他

の

鰯
磯
灘
鱗
鱗搬
蟻

＾
鏑

一

三

条
、

係
〕

鏑

＝
一
秦

の
＝
及
ぴ

第
一
五
案
の
二

関



号外第 ６９ 号水曜日平成 １７ 年 ３ 月 ３０ 日２

＾
原

手
邊

弾

被

邊

岩

に

対

す

る

援

頸

に

関

す

る
法

常

施

行

令

の
一

部

故

正
〕

苗
四
集

原
子

蠣

嚢

者
に

対
す

る
担
固
に
田
す
君
法

律
加
行
令

＾
平
崩
七
年
政
令
第
＝
十

六
号
－

晒
一
部
崔

吹

切

よ

う

ヒ

改

正
す

る
．

備

十

七

魚

中

『
平

成

十

一

年

四

月
』

一

『
平

庇
十

七

年

囲

月
」

に
、
「
十
＝

芳

九

千

穴

百

円
」

崔

『
士
一
芳

五

千

丑

百

四

十

円
』

ヒ
、

孟

万

千

五

百

五

十

円
」

吉

「
五

万

五
十

円
」

に
、
Ｈ
四

万
八

千

伍

十

目
」

崔

届

万

六

千

六

百
五

十

円
」

に
、
「
三

万

四

千
一
二
百

三

十

円
」

を

］
三

万
三
千
三

百
亘
十

旦

に
、
二

万
七

千
＝
百
＝
十

旦

崔

二

万

六

千
七

百

＝

十

円
」

忙

誼

お

る
、

附

則

＾
施
行
期

且

簑

一

条

こ

の

政

令

は
，

平

成

十

七

年

四

月

一

目
か

昌

施

行

す

る
．

＾
超
肥
拍

口
〕

籔
一
一
集

平
成
十

七
年
四
月

以
障
垣

月
分
の
児
‘
扶
簑
手

当

に

コ

い

て
，

児

竈

接

簑

手

当

法

忙

よ

暑

児

ｉ

扶

讐

手

当

切

頷

町

画

改

定

の

特

例

ヒ

田

す

着

法

律

＾
平

戚

十

七

牛

法
律
踊
九
号
〕

覧
一
項

切
規
定
切
遺
用
が
畠
る

拐
合

に

由

い

て

は
，

第

一

架

固

規

定

に

よ

君

改

正

撞

の

児
ｉ

扶

讐

手

当

法

加

行

令

＾
附

則

第

四

条
忙

増

い

て
「
新

令
」

と

い

う
Ｊ

焦

＝

条

切

四

篇

二

項

中

『
Ｏ
・

〇

一

八

＝
ハ

一

八
」

と

あ

る

田

は
、
「
Ｏ

・

〇

一

八

四
九

＝

…

と

す

る

。

籔

三

集

平

成

十

七

年

亘

月

哩

前

の

月

分

田

児

ｉ

基

竈

手

当

固

支

船

田

制

眼

忙

つ

い

て

は
、

な

お

従

前

切

例

に

よ

る
。

竈

四

集

新

令

距

五

集

の
＝

第

＝

項

切

規

定

は
、

，」
の
岐

令

の
拙

行

切

目

以

控

忙

行

わ

れ

る

児

ｉ

挟

讐

手

当

硅
第

十

二

条

第

二

項

切

規

定

に

よ

る
遍

邊

に

コ

い

て
、

適

用

す

る
．

２

平
戚

十

七

年

三

月

以

前

の

月

分

皿

児

ｏ

扶

讐

手

当

㊧

児
竈
扶
簑
手
当
法
第
十
二

集
第
二
項
の
規
定
に
よ

石
遍

坦
ヒ

つ

い

て

は
、

新

令

第

五

集

切

＝

第

＝

項

⑩

親

定

ヒ

よ
ｏ
遍

ｏ
す

…
」
と
と
な
る

金
竈
が

塗

集
の
規
定
忙

よ

君

設

正

前

切

児

ｉ

扶

讐

手

当

睦

施

行

命

第

孟

集

田

二

第

＝

項

に

規

定

す

君

金

頷

壱

超

え

る

場

台

＾
児

竈

扶

’

け

当

法

第

十
一」一
条

第
一
一
項

第

一

号

に

規

定

す

る

所

佃

由
、

同

令

開

＝

条

の

西

覧

二

項

の

宝

の

上

ｏ

に

掘

サ

舌

区
扮
忙
応
じ
て
、

荒

ぞ
抗
同

奮

中
ｏ
吃
定
曲

轟

未

拙

で

あ

る

切

合

に

盟

る
Ｊ

１＝

喧
、

躬

帝

第

五

貞

晒

＝

第
一
一
羽

の

掴
¶
定
ヒ

か

か

わ

筍

す
，

な

塙

従

前
肥

例
ヒ

よ

看
。

口
生
労
螂

大
臣

月
辻

秀
久

内
咀
蝿
唖
⊥
＾
臣

小
泉
挽
一
郎

萢
■

法

田

係

手

鼓

料
令

崔
’」
こ

に

公

布

す

る
．

御

者

御

■

平
成
十
七

誓

二
月
三
十
目

内
闇
控
理
大
臣

小
泉
舳
一
郎

饒

“
竈
九

十
一
号

彗

桂
関
偏
手
撒
料
令

内
顯
胆
、

肇

諸

＾
昭
和
一一一
十
五
年
誼
偉
螂
百
四
十
玉

号
〕

鉗
＝
十
三
集

薗

法
焦
匝
十

集
垣
三
忙
由
い
て
串
用

す

巷

稻
合

崔

台

む
．
〕，

鏑

七
十

＾

集
第

一

項

及
ぴ

篇
一
一
項

並

ぴ

に

第

八

十
一
一
条

晒
蜆

定
ヒ

基

づ

吉
、

雅

■

桂

田

保

手

哩

脚

令

＾
平
胡

十

二
年

亜

令

蜻

六

十

七

号
〕

田

全

部

壱

改

正

す

昌
，」
の

政

令

吉
刷

定

す

る
．

目
次第
一

竈

国

忙

納

出

呂

手

独

料

魯
…
一

条

－
告
…
十

五

粂
〕

第
二
巾

独
立
行
政
法
人
医
鶉
品
厘
虹
欄
器
掩
合
把
楕

に

納

め
君

手
鼓

料
＾
踊

汁

六

集

・

莞

十

七

索
〕

附
則
籔

一

，

国

忙

抽

め

る

手

撒
料

＾
型
造
販

窒

切
許
可
の
申

刷
ヒ
係

る
手
撒
岬
の

竈

＾

一
宝

藁

■

法

＾
以

下

「
拷
」

と

い

う
Ｊ

蜻

七

十

八

貞

第

一

項

籔
一

号
に

掲

け

る
者

＾
＾

昌

勘

勒

田

た

畠
ヒ

使

用

さ

れ

君
箏
」
と

が

目

的

と

吉

れ

て
い

る

医
藁

品
，

医
撞

部

外

品

又

は

厘
邊

杷

路

の

四

珀

距
宛

に
偏

る

酢

可

崔

申

ｍ
す

る

者
ヒ

阻

る
Ｊ

が

同

珂

何
規

定

ヒ

よ

Ｏ

国

忙

納

出

な
け

れ
ぼ

な

昌

な
い

手
量

料

田

罰

は
、

＝

万

豆

千

＾

画

円

＾
行

政

手

碗

等

に

由

け

君

柵

靱

遍

何

晒
技

嗣

切
利

用

に

凹

す

昌

港

常

＾
平

庇

十

囲

年

苗
砲

第

百
玉

十

一

号
〕

第
＝

藁

第

一

項

田

規

定
ヒ

上

Ｏ

同
羽

１：
規

定

す

着

Ｏ

手

○

輻

処

理
粗

欄

吉
使

用
し

て

申

酬

す

る

幻

台
＾
以

下
『
ｏ

子

仙

柵

処

理

粗

＾

由

使

用

す

君

靱

合
」

と

い

う

Ｊ

忙

畠

ｏ

て

は
，

二

万

五

手

六

百

円
リ

と

す
着
．

＾
哩

追

販

兜

崇

切

腓

可

の

１

新

の

申
｝

ヒ

係

君

手

舷

糊

の

帽
リ

＾
一
一
崇

桂

第

七

十

八

条

焦

一

項

第
一
一
号

に

邊

研

る

者

＾
｝

昌

聰

物

の

た

め

に

値

用
吉

れ

高

こ
と

が

目
的

と
吉

れ
て
い
｛
厘
螂
品
、

厘
竈
胡
外
品
又
は

医

轟

器

の
黎

拍

朋

兜
に

伽

君

畔

可

晒

１

新

崔
申

竈

す

呂

者

に

眼

君
Ｊ

帥

同

項
の

規
定

ヒ

よ
ｏ

国

忙

軸

出

な

け

れ

咄

な

昌

な
い

手
鼓
料
の
蠣
は
、

一
万
三
千
五
百
円

＾
■
手

裏

処
壇

組

醐

崔

使

用

す

る

契

－
に

畠

コ
て

肚
，

一

万
三

千

二

百

円
〕

と
す

る
．

｛
哩
遣

崇

晒

許

司

回

申

皿

に

儒

る

手

数

料

切

帽
〕

口
一一一
集

法

拍

七

十

＾

集

蜻

一

項

第

三

号

に

掲

げ

る

者

＾
吹

岨

忙

規

定

す

る

音

を

臨

く
．
〕
が

同
集

黄
一

項

切

規

定

に

よ

ｏ

国

に
納

坊

な

け

れ
ぼ

な

昌
肚

い

手
鼓

料

田
拍

は
、

次

晒

各

号
に

拍

げ

畳

区
分

に

応
じ
、

モ
れ

ぞ

れ

当

噛

各

号
ヒ

定
曲

昌

邊

と

す

君
．

一

匪
崇

品
の

黎

適

忙

撫

る

畔

可

＾
窮

三

号

に

掲

げ

る

も
⑳
崔
隙
く
Ｊ

＝
万
七
千
三
百
円

二

医
疽

榊

器

の

回

描

忙

係

暑

酔

可

＾
茨

号
に

掴

け

る

も

の

吉

隙

く
Ｊ

二

万

七

千

三

官

円

三

ヰ

昌

口

噛

切

た
出

に

使

用

さ
れ

る

こ
と

が

目
的

と

さ
れ

て

い

る

雇
蛇

品
，

医
頸

部

外
品

又
ほ

唾

疵

杣

器

の
蜆

造
に

係

る
酢

可

＝

万

五

千

八

百
円

＾
竈

子

柚

軸
迦

理
組

伽

崔

使

用

す

昌

ｏ

合

に

畠

コ

て

は
、

＝

万

五
手
六
百

巴

呈

怯

館

七

十

八

茱

第
一

項
舘

三

号
に

担

庁

る
者

〔
怯

第

十
一一一
条

第

六

項

の

肝
可

切

区
分

晒
変

頁

又
は

追

加

の

畔

司

田

申

｝

壱
す

る
者

忙

咀
る
．〕
加

桂

第

七

十

八

集

第

一

項

の
規

定
ヒ

よ

ｏ

国

忙

抽

出

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い

手

数

科

切
竈

は
、

次

田

吾

号

に

拮
げ

る

厘

卦

に

応
じ
、

モ
れ

ぞ

れ

当

映

告

号

忙

定
出

る
誼

と

す

君
．

一

匿

麩

品
の

製

迫
に

蹄

る
酢

可
の

匝

分
の

壷

更
又

は

迫

加

の
許

可

｛
蹄

三

号

に

掲

げ

る

も

切

崔

隙

く
Ｊ

＝
万
六
千
＝

百
円

二

踵

轟

器
切
理
措
忙
係
巷
酢
可
切
区
分
晒

変
更
又

胆

迫

加

切

肝

可

＾
茨

号
忙

掲

げ

る
も

の

崔
除

く
、
〕

一
一
万

穴

干
＝

百

円

一一一

■

昌

聰
物

晒

た

的

に

使

用

さ

れ

る

こ

と

が

目

的

と

昔

打

て
い

る

医

藁

品
、

医

瞳

部

外

品

又

は

厘

忠

欄

器

の

蜆

適

ヒ

係

る

許

司

切

区

卦

の

変

更

又
肚

迫

加
の

許

可

一
一
万

五

千

＾

百

円

｛
司

手
仙

靱

畑
埋

租
撒

崔

使

用

す

る

ｏ

台
ヒ

畠

コ

て
は
、

＝

万

五

干
六

百
円
〕

壷

造

薫

㊧

酢

可

固

１

新

切

申

副

１＝

係

畳

手

散

料

㊧

邊
〕

＾
四
完

法
鴛
七
十
八
集
錆
一

項
鷺
四
号
に

掲
げ
る
昔
崩

同

項

切

規

定

に
上

ｏ

国
ヒ

納

曲

な

け

れ

ぱ

な

昌

な

い

手

藪

科

の

相
は
，

次

晒

各
号

忙

掲
庁

局

区
分

ヒ

応

じ
、

モ

れ
ぞ

れ
当

痕

各

号

忙

定

出

る

伽

と

す

昌
．

一

唾
鐵

岨

の

與

過

ヒ

係

る

酢

可

⑰

更

新

＾
第
三

号

に

鶉

げ

呂

も

の

崔
除

く
、
〕

二

万
六

干
一
一
旺

円

二

匡

審

器
晒
岨

拍
ヒ
係

る
許
可

肥
更
擶

＾
次
号
忙

担

貯

暑
も

切
崔

隙

く
Ｊ

二

万

六

千
一
一
百

円

三

｝
ら

舳

物

晒

た

め

に

使

用

吉
ｈ

呂

こ
と

が

目
帥

と

さ
れ
て
い
昌
厘
竈

吊

嗜
藁
部
外

品
又
時

医
疽
樹

器

の

顯

迫

に

係

君

酢

可

晒

１

新

一

万

三

千

五

百

用

＾
ｏ

子
仙

軸

処

埋

組
㎜

崔

使

用

す

る

邊

合

忙

畠

ｏ

て

胆
、

一

万

三

千

二

百

円
〕

＾
外

国

理

遭

業

者

の

認

定

の

申

肺

に

係

る

手

蛾

料

の

笛
〕

毘
五
集

抽

第
七

十

＾
条

第
一

項

第
五

号

に

掲
け

壱

昔

＾
次

項

に

掘

定

す

有

者

崔
蛛

く
。
〕
加

同
集

蟷

Ｈ
項

の

規

走

に

よ

ｏ

国

に

榊

出

な

け

航

ぱ

な

ら

な

い

手

数

料

ω

獺

は
、

次

の

告

丹

忙

掲

げ

る

区

分

に

応

じ
、

そ

れ
．
モ

れ

当

噛

各

号
ヒ

定

出

る

櫨

と

す

昌
，

一

医
弗

品

の

型
拍

に

係

る

哩

定

＾
蹄

四

丹

に

掴

げ

苫

も
の
崔
除

く
心

二

万
九
千
四
百

円

二

医

亜

部

外

品
の

黎
措

に

係

る

盟

定

＾
第

四

号

に

掴

肝

る

も

の

崔

職

く
．
〕

一

万

九

千

四

百

円

三

医

炭

櫨

器

の

理

遭

に

係

る

哩

定

＾
次

号

に

掴

け

呂

も

の

崔

除

く
Ｊ

一

万

九

千

四

百

円

西

専

呂

頸

物

晒

た

喧

に

使

用

吉

打

る
，」
と

が

目
的

と

吉

れ

て

い

呂

属

藁

品
，

医

薬

部

外

品

又

喧

医

疵

槻

器

晒

蝿

描

に

係

君

調
定

一
一
万

五

百

円

｛
掘

手

楠

報

剋

理

租

撒

左

使

用

す

る

場

合
ヒ

由

コ

て

吐
、

＝

万

三

百

円
〕

皇

法
第
七

十
八
集

第
一
項
蹄
玉
号

に
掲
け
昌

者

＾
怯
第

十

三

楽

の

三

鏑

三

項

に
培

い

て

醜

み
替

え

て

鞘

用
す

る

桂

艶

十

三

集

第

六

項
肥

盟

定

切

区

分

の
変

厘

又

は

追

加

の

認

定

切

申

砧

由

す

着

吉

に

眼

昌
Ｊ

崩

法

第

七

十

八

条

舘

一

項

田

規

定

に

よ

鉋

回

に

納

肪

な

け

れ

ぱ

な

呂

な

い

手

数

料

の

獺

鶯
ヨ

次

切

告

号

に

掲

げ

石

区

分

に

応

じ
・

モ

れ

ぞ

れ

当
眩

告

号

に

定

め

昌

舘

と
す

る
．

一

医

麩

品
■

唾

藁

部

外

品

又

肚

厘
邊

欄

器

晒

製

辿

ヒ

係

る

詔

定

晒

匡

分

の

班

更

又

は

追

加

切

冊

定

＾
吹

号

に

掲

げ

る

も

画

崔

除

く
、
〕

一

万

九

千

四

百

円

二

専

呂

軸
勒

の

た

め
に

使

用

昔

れ

る
｝」
と

洲

目

的

と

さ

れ

て

い

る

医

藁

品
、

膣

弗

部

外

品

貝

は

医

療

触

器

碗

製

追

に

係

る

獺

定

切

区

分

の

変

更

又

ほ

追

加

田

囲

定

＝
万
五
百

円

＾
電

子
柚
朝

蛆
埋
抽

蝦
左
使
用
す

る

坦

合

忙

畠

コ

て

ほ
、

二

五

三

百

円
〕

３

前
一
一
項
に

規

定

す

る

者

ヒ

俳

る

法

第

八

十

三

乗

鏑
一

項

切

規

定

ヒ

よ

ｏ

跣
み

替

え

て

適

用

吉

れ

る

怯

第

十

長

乗

切

三

第

一

項

の

囲

定

の

申

鴉

に

つ

音
、

邊

林

水

曲

犬

臣
崩
，

浩

第

八

士
一
菟

篇

一

項

回

規

定

に

よ

ｏ

蹄

み
替

え

て

軸

用
昔

血

る

法

錆

十

三

条

第

五

項

＾
法

第
十
一一一
集

切

三

鏑

三

項

忙

畠

い

て

坤

用

す

昌

邊

合

忙

限

昌
．）
晒

親

定

に

よ

る

夷

地

の

囲
査

在

行

う

た

め
、
．
当

破

刷

員

在
、

当

眩

眈

古

を

行

う

施

眼

晒

所
在

地

に

出

胴
昔

世

君

必

理

拙

あ

る

と

脇

め

石

坦

舎

仁

曲

け

る

前

二

項

に

規

走

す

暑

岩
ヒ
蹄

君
港
第

八
十
司
棄

第
一

項
の
規

定
忙
よ
ｏ
醐
み

神
え
τ
適
用
さ
れ
る
法

第
七
十
八
葉
第

一
項
切
政
令
で

定

め

る

手

描

糾

の

竈

は
、

蜻

一

項

第

四

号

又
は

前

項

窮

＝

号

面

規

定
に

か

か

わ

昌

ず
、

こ

刑

邑

の

規

定

ヒ

定

め

看

額

に
、

次

に

掴

げ

る

紬

の

合

肝

獺

在

加

東

し

た

獺

と

す

る
．



○

口

二

人

が

当

該

出

鶉

左
す

呂
こ

と

と

し

た

ｏ

合

鯉
一
撫

譲

灘

護
膿
一に
講
議

嚢
駕
蕃

。
蓋
す
書

…

誓
蛮

婁
暑
当
茎

轟

養
と
奮
薯
星
集
￥
翼
靱

祖

雫

委

相

嘗

と
い
う．一
・

要

霊
項

窒

春
、

聖

薯

々

冨

轟

二
頸“
魏
パ
雛

繁

聾

雛
晒甘

窮

萎

護

嚢
彊
語
蔓
手歓

４

前

項

切

蜴
合

に

由

い

て
、

当

固

刷

口

は

一

股

醐

切
醐

料
田

頓
〕

号

易

聾

瞳
す
婁
律

鶉

・
圭

義

婁
九

笥
七
彙

蓋
七
十
八
養

妻

七
竃

智

薯
が

９

＋
毒

別
窒

イ
薯

轟

轟

蔓

聾
呂

曙
の
霊
皇

昌
に
聾

書
れ
匿

墓
い
手

６

霧

轟

葉

撃
あ
薯

妻

竃

窒
し
て
孟

繋
切
霊
、
盗
葦
に
静

婁
雀

奪

モ

準

雛
帥
鞭
饒
帥
鯛
鯖
ゴ
宅
鞭
魏
爽
驚
ポ
雲

号

産
省
令
で

定
由

弓

切
規
定
１＝
よ
る
景
晒

イ
血
呂
二
ま
で
に

習

る
武

奮

製
萎
者
轟

竈

覇

睾

窪

婁

義

囲
婁

雀

竈
、
モ
毫
れ
イ
か．占
二
睾

墨

料
晒

轟

め
る
掴

雲
条

蓄
七
十
八
養

嘉

異

窪

督

薯
が

イ

轟
品
筍

宅
切
透
－
…
雀

望

蓬

要

婁

穫

舌

豊

聾

書

謹

琶

債
宇

智

蔓
蕎

窒

雀
琶
、
モ
れ
責

票

散

料

切
韻

は
、

次

肥

告

号

に

掲

町
る

区

分
に

応
じ
、

そ

昌

岨

崖
ｔ

に
定

由

君

鋏

れ
ぞ

血

当

曲

者

号

忙

定

曲

る

相

と

す

る
．

山

目

本

葉

同

カ

に

収
出

呂

れ

て

い

る

匡

麩

品

政

報

一

医
蜻
品

の
哩
造

に
係
る
咽
定
固

更
新

棄

西
岳

に

が
既
に

黎
迫
距

藷

重
蜴
崔
与

え
．
自
れ
て

寒

誓

竃

婁
職
く．一

一
菟
千
署
円

塞
品
一
婆
午
四
蓋

塞

衰
舘
一
童

二

嚢

聾
品
轟
造
長
石
整

豊
朝

奮
四

整
す
る
謹

琵

裏

毒
モ
竃

叢
売

毒

掴
茗

葛

姦
く
Ｊ

一．
究

孟

葛
Ｈ

案

覇

弩

書
後
罧

寝
定
す
君
塞

官

三

医
ｏ
棚
器
晒
囲
造

に
係
君

睨
定
田
亘
新

茨

号
に

期
問

肩

楽
第
＝

蕩

規
定

宝

呂
延
長
が
行

掲

け

畳

も

の

を

昧
く
．
〕

」

万
九

千

四
百

円

わ

れ

た

と

自

は
、

モ

の

晒

艮

後
面

期

問
］

壷

幅

四

君

励
留
た
窪
使
用
素

葦

宗

晶
と

過
し
て
窪
い
葛

蓉

要

窒

萎
：
号

さ

れ

て

い

昌

医
弗

品
、
■
医

蘂

部

外

品

又
は

医

嘘

柵

盟

に

規

定

す

看

口

生

弟

ｏ
⊥^

臣
崩

珀

示

す

君

国

藁

鯛

の
碧

蓑

畠

毒

轟
．

…
、
手
壱
円

睾

書

高
言

蓬
茗
墨
労
螂
杏

ｋ

奇

孟

覇
理
謁

轟
用
す
葛

葦

弩
τ

霜
示
す
轟

要

整
Ｌ
て
芸

竃

窒

は
、

一

万
三

千

五

百

肩
〕

除

く
■

囲

下
，
」
切

集

に

由

い

τ

「
既

承

帽

匿
竈

日

前
項

轟

琴

薯
に

誓

婆

平
三

秀

三
鶉
一一一

品
一
と

害
Ｊ
と

嘉

曲

奮

し
く

掌

竃

○

項
に
由
い
て
藺

み
着
え

て
埠
用
す
君
法
第

士
．
秦

鴻
一一

合
剖
台
又
は
捜
与
膣
踏
が
呉
世
君

医
萌
品

看

３

項
竃
定
窒

詔

需
に
婁
．
寡

斐
犬
票
、

勃
雰
切
署

碧

婁

賀

芸

匿

是

月

轟
八
十
三
委
一
項
窺

奮
よ
墨

蕃
え
蓋

弩

萬

婁

霞

蓋
と
し
て
星

著

３

用
さ
芸

蓄
十
三
萎

轟

岳
肇
、一一
秦
里
．
嘉

夫
豪

奮

忌
の

雫

壌

用
嚢

犀

年

三
彊

竈
て
荒

夏

署

瞳

３

窺
定
に
よ

と
写
Ｊ
に
署
・
．

蓋
し、

冒

秦
切

７

婁

碧

塞

春
う
蓋
，

叢
醐
曼
、
当
匿

奮

寝
用
嘉

童

象

畠
と
嘉
て
い

蓑
行
鳥
彊
墓
捜
出
審

芸
肇
望
看

蔓
竃
害
員

全
轟
篭
暴
害

輔
趾
饗
雛
慈

襲

鋒
刊帥

雛岬
饅

饒

誌
饒

用
吉
蓑

葵
七
十
八
秦

妻

零

蓋

雲
手

青

謁

窪

崔
彊
由
暮

裏

岳

轟

塞
は
、
前
項

薔

易

嚢

票

菖

吾
、

と
吉
れ
て

碧

塁

姦
く
・

牢

八
万
七

同

号
ヒ

定

め

る

邊

に
、

次

に

掲

げ

る

蜴
価

台

甘
担

壷

加

百
円

算

し

た

祖

と

す

る
．

割

ｏ

に

掲

げ

る

厘

頸

品
に

係
る

法

鷺

十

四

条

罰

■
刷
番

塗
ム

番
一
董

項
窺

奮
よ

婁

蟹

申
帥

亘
下
＝

婁

墨

宅

「
武

閉

需
一
と
い

３

竃

た

慕
、

当
傲
景
蘭

申

副

に

係
邑

医
鶉

品

＾
以
下

固

に

畠

い

て

「
…

案

睾

｝
品
目
一

去

う
．一
と

嘉

成
分
及

ぴ

モ

切

配
合

藺
合
、

殻
与

播

路
、

勃

槌
，

勃

貝

普

僑

豪
同
｛

弩
て
蓋

嚢
，
有

劫
成
分
晒
含

■
更
は

有
勃
成
分
以
外
切
成
分
若

し

く

臣

そ

の

含

■

が

星

担

石

医
竈

品

に

係

呂

承

一
囲
申

雲

す
重

著

墨

墓

当
眩
匿
藁
品
一

隻

ｔ
、

…
の

竈

申
帥
品
目

窪

第
十

塞

固

四
第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

躬

厘

萌

品
で

茜

る
珂

台

に
由

ｏ
て

は

モ

切

饅

造

販

疵

の

承

昭

塞

蔓

目
後

同
号

に
親

定
す
る

胴
在

期
問

一
同
萎
竺

碧

規
定

至

轟

甚
が
行

詰

た

と

き

は
、

モ

の

延
艮

邊

切
期

問
ｕ

内

忙
、

同

粂
聾

項
第
＝
号

窺

定
す
る

星

甥
伽
共
臣

が

担

示
す

る

医

藁

品
で

あ

石
均

合

に
あ

ｏ

τ

は

同

号
に

規

定

す

君

口

生

労

仙

夫

臣

が
指
一示
す

る

儲
豊
叢
轟
鶉
等

葛
合
轟

る
．

十

三

万

千

五

百

円

割

既

承
囲

匿
典

品

と

劫

熊

勒

果
、

用

法

又

暗

．

用

■

出

貝

な

邑

医

躯

品
で

由
ｏ

て
、

希

少

疾

崩

用
医
萌

聖

賀

芸

Ｑ

藺
蓉
…一
か
．５

岨

由

で
忙

掲

け
る

も
の

壱

除

く
Ｊ

三

十

一

万

凪

千
九
百
円

軸

整

智
君
肇

謹

婁

覆
申
要
し

た
者
が
、

当
曲
承
固
申
訓

１＝
係

婁

莞
品

一
以

下

固

に

圭

い

て

，
倒

切

弗

切

申
｝

品

目
』

と

い

う
Ｊ
と
有
劫
成
分

春

葛

記
合
蜆
育

捜
与

超
輿
捌
照
勤
見

誓

罵

■
が
同

毫

弩

葦

霧
状、

姦
震

葛

含
－
蕎
古
劫
成

拾
封

竈

盆
再
し
く
葦

薯

豪
鼻
奮

医
藁

品
に

郁

君

竃

固

申

｝

を

す

る

ｏ

合

に
増

け

る

当

敏

雇
弗

品
．

た
だ

し
、

倒

面

先

晒

申

冊

品

目
崩

硅

毘

十

四

条

田

四

境
一

項

甥
一

箏

に
規

定

す

お

斬

匡
崇

品
で

由

る
珊

合

に

茜

ｏ

て

肚

モ

伽

副
迫
亟
亮

票

固

塞

麦

日
後
同

蔓

規
定

す
る

，

査

珊
問

＾
同

鼻

寛

＝

項

切

規

症

に

よ

呂

延

岳

が

行

わ
れ

た
と

昔

は
、

モ

晒

硅

岳

棲

Φ

期

問
Ｕ

内

に
，

同

果

館

一

項

龍

＝

号

に
親

定
す

君

墨
労
ｏ
犬
国
が
担

李

農
郎

宅

婁

坦

葦

弩

舌
同
量
規
定
童

屋
労
個
夫

臣

が
指

示
す

呂

期

問

内

に

当

噛

君

閲
申

酬

在

す

昌

邊
合

１＝

腫
る
．

九

万
苗

円

割

既

承

嗣

厘

薬

品
と

期

能
、

勤

果
，

用

法

艮

旧

｛

届

量

が

異

な

君

希

少

疾

摘

用

睡

藁

品

＾
…
，

幅

蓉

嬰
昌
望

歪

揖
老

語

礒
く
Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

菅

円

剖

副

に

掴
げ

る

唾

蘂

品

に

蹄

る

承

昭
申

嗣

崔

し

－
た
副
、

儂

轟
申
聾

雲

轟

品
一以

下
倒

墨

い

：

垣

先
切
申
誼
品
垣

告

う
．
〕
と

有

勤

崩

分
政

む

モ

切
配

台

割

台
■

投
与

縄

降

勤

能
、
効

県
並
む

に
用
量
が

同
一
で

弩

て

そ
め

弼

状
、

宥

勃

崩

分

田

含

量

又

は

有

勃

成

扮
以

詰

威

蕃
し
く
は
モ

署
丘
が
異

芸

医

塾

品
に

係

君

承

認

申

醐

崔

す

る

蜴

合

に

由

け

，
垂

選

琶
。、
菱

し
，

留

蓋

露

品

目
舶

落

謝

秀

四
窒

嚢
一。．
号

罵

定

す

る

新

医

弗

品

モ

畠

石

蜴

合
に

あ

っ

て

は

モ

の

製
追
販
弗

婁

調

婁

麦

日
後
同
号
に
規
定

す

君

覗
査

期

間

＾
同

棊

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

延

長

が

行

わ

れ

た

と

宕

は
、

モ

田

延

艮

後
皿

期

問
〕

内

に
，

同

粂

第
一

現

朗

二

号

に

蜆

定

す

る

月
生
労
異

票

雲

茗
唾
藁
品
毒

竈

合
に
あ
コ
て

は
祠
号

に
規
定
す
君

厚
生
労
側
大

臣

が
指
示
す

る
期
間
内
に
当

岐
承

盟
申
開
岳
す

る

場

合

に

限

呂
．

九

方

百

円

刊

医

鶉

用

医

境

品
て

あ

「

て
、

而

少

疾

病

用

医

－
藁
品

芸

い
も
㊧

莇

恋

昌

ま
て

琶

阯
か

ら
嬰

歪
掲
げ
竃

窪
隙
５

＝
究

千
一
一
首

円

副

刊

に

掴

げ

る

医

擁

品

に

係

る

承

圃

申

醐

崔

し

｛

た
剖

が
■

当
眩
童
囲
申
甜
に
係

る
医
塑
品
と
有

効

成

分

及

ぴ

モ

切

配

合

割

合
．

投

与

艦

路
、

勤

能
、

劫

果

曲

ぴ

に

用

量

が

同

一

で

あ

コ

て

モ

の

雅
状
ゴ

有
勤
成
分
の
含
量

又
は
有
劫
成

分
以
外

の

成

分

若

し

く

咀

そ
の

含

量

那

男
鉋

若

医

躯

品

榛
る
粛
醐
申
刷

芋

る
菱
邑
由
け

套

骸

屋
蝶
品

＝
万
九
千
二

百
円

副

…

か

呂

軸

ま

で
、

ｍ
、

倒

及

ぴ

㎝

か
．占
岨

ま

－

で

に

掲

け

る

医

艶

品

以

外

切

医

藁

品

で

あ

っ

て
・

蓼

摸
痂
用
医
藁

宅

奮

蓄

；

九
千
三

百
円

㎝

留

曽

農
撞

震
係
婁

縄
申
欄
を
し

た

者

瑚

当
噛
武
嗣
申
冊
に

係
る

医
藁
品
と
右

勃

成

分

及

む

モ

皿

配

合

割
＾
『

投

与

幡

踏
■

勃

熊

勃
果

普

罵

且
が
同
一
で

弩

て

毒

雅

拭
■
■
有

勤

成

分

価

含

担

貝

は

有

勤

成

分

以

外

農
分
若
し
く
は
そ
署

黒

窪

婁
藁
品

に

要

承
咽
申
請
崔
す
る
坦
合

墨

墓

当
骸

医
弗
品

一
万
九
千
三
百

円
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㎝

同

時

に

拒

披

の
項

目

に

係

る

撞

査

が

司

能

右

も

の

と

し

て

口

生

労

饒
省

令

で

定

苗

る

体

外

瞠

断
用

医
萢
品

一
一
万
匝

千
百
円

ω

法
錆
十
匝

棄
第
二

項
第
三

号

＾
睦

第
十
九
集

切

＝

覧

五

項

に

由

い

て

串

用

す

畳

朽

合

吉

含

む
Ｊ

の

善

充

に

係
る

Ｏ

｝

が

定

曲

ら

れ

て

い

る

体

外
誰
断
用

匿
饒
品

⑮

㎝
及
ぴ
岨
に

掲
け

看

も

田

崔

隙

く
Ｊ

＝

万

四

千

百

円

岨

体
外
膿
断
用
医
鶉
品

＾
ω
、

喝
一
山
及
ぴ
鵬

忙

掲

げ

筍

も

の

荏

除

く
Ｊ

五

万

千

百

円

…

専

昌

蜆

噛

晒

た

め

忙

使

月

さ

血

る

こ
と

が

目

的

と

吉

れ

τ
い

る

医

蘂

品

で

あ

ｏ

て
、

目
本

弗

局

カ

忙

収

喧
昌

れ

て

い

る

屡

藍

品

展

ぴ

既

臣

型

適

販

売

の

君

固

崔

与

え

昌

れ

て

い

る

匡

藁

品

＾
法
鏑

十

西

集

田

国

第

一

項

第

一

号

ヒ

規

定

す

る

新

医
雅

品

で

あ

ｏ

て

モ

切
型

追

蕨

売

的

眉

蜴

切

あ

ｏ

た

日

僅

同

号

に

規

定

す

る

瓜

査

期

問

＾
同

集

第

＝

項
の

規

定
忙

よ

る

虹

長

が

行

お

れ

た

と

き

は
、

モ

切

延

品

後

の

期

咄
〕

崔

蛙

把
し

て

い

克
い

も

の

政

ぴ

怯

第

八

十

三

集

第

一

項

価

規

定

に

よ

ｏ

腕

晶

春

え

て

遺

用
吉

れ

る
法

第

十

四

魚

固

四

第
一

項
曲
…一
一
号

に

規

定

す

る
賞

林

水

富

犬

臣

が

指

示
す

君

匿

藁

品

で

畠

ｏ
て

法

踊
八

十

三

条

第

一

項

固

規

定
忙

よ

ｏ

舳

み

辞

え

て
道

用

さ

れ

る

桂

蜻

十

四
集

の

西

第

一

項

第

＝

号

忙

規

定
す
る

＾
林
水
苗
大
臣

が
指

示
す
有
期
”
由

掘

過

し

て

い

な

い

も

の

由

隙

く

Ｊ

と

有
劫

成

分

又

は

投

与

撞

路

が

臭

な

看

霞

藁

品
．

た

だ

し
，

専

ら

疾

荊

切

誰

断

ヒ

使

用

昔

荊

る

こ

と

が

目
的

と

さ

れ

て

い

る

医

鶉

品

晒

う

ち
，

蜆

噛

切

箏

体

に

口

抽

使

用

菖

れ

る
｝
」
と

の
な

い

も

切

及

ぴ

莇

物

の

皮

＾
に

棺

ｏ

付

け

昌

れ

る

も

④

崔
除

く
・

五
十
六

万
四

千
五
官
円

冒

子
杣
軸
処

理
組

撤

崔

使

月

す

る

ｏ

合

に

あ

ｏ

て

時
、

五

十

六

万

四
千
四

百

坦

岨

阜
昌

莇
噛

の
た
弛
に
使

用
さ

れ

葦
』
と
加
目

的

と

さ

れ

て

い

呂

医

藁

品

＾
㎝

に

掲
げ

巷

も

の

吉
昧
く
Ｊ

四

万
九

千
五
百
円

＾
竈
手
仙
据
剋

埋
紬

舳

崔

使

用

す

る

坦

合

に

あ

ｏ

て

は
、

四

万

九
千
三

百
円
〕

雷

藁

部

外

品
に

コ

い

て

の

承

眈

一

…
又

は

倒
に

拒

げ

君

医

藁

部

外

品

の

区

分

に

応

じ
、

そ

れ

ぜ

れ

…

又
肚

倒
に
定
由
昌
邊

血

医
弗
部
外

品

＾
㈱
に
掲
げ
昌

も
切
崔

隙
く
Ｊ

＝
万

円

一
一

倒

卓

呂

眈

噛
切

た
喧

１＝

使

用

吉

れ

…
』
と

が

目

的

と

さ

血

て
い

る

厘

崇

部
外

品

二

万

六

千
三

百

円

高
■

子

＾

軸

虹

理

組

軸

崔

使

用
す

る
ｏ

台

に

あ

ｏ

て

ほ
、

一
一
万
六

千

百

円
－

ハ

化

粧

品

ヒ

つ

い

て

切

眉

閉

一
一
万

円

二

厘

轟

器
忙

コ
い
て
晒

眉
唖

ω
か
ら
㈲
由
で

１＝

掲
げ

る

医
Ｏ

曲

邊
の

区

分

に

応

じ
．

モ

帥
ぞ

血

…

か
ら

㈲

ま
で

１＝

定

め

君

邊

仙

法
珀
十
四
集
拮
三
項
切
口
生

労
ｎ
省
令
π
定

め
る
医

蚕

畠

十
万
七
手
五

百
円

倒

法
第
十
四
巣

第
一
一
項
拍
三
号

＾
桂
第
十
九
東

切

二

鶉

五

田

に

由

い

て

胡

用
す

る

わ

合

崔

含

む
．
）
晒

聾
古

に

偏

君

＾

串

〃

定

め

ら

れ

て
い

る

医

蓄

器

ｏ
、

剛
及
ぴ
㈲
忙
邊
げ

る
も
④
崔

除

く

Ｊ

三

万

五

干

三

百

目

倒

医
疵
抽
器

Ｑ

働
、

倒

及
ぴ
旧
に

掲
け
も

も

切

由

除

く
。
）

三

万
五

手
一一一
百

円

倒

ウ

筍

ｏ
勒

の

た
由

ヒ

使

用

芭

れ

る
一」
と

耕

目

的

と

昔

血

て

い

看

国

轟

聖

で

畠

「

て
、

既

忙

理

造

販
亮

の

思

睨

崔

与

え
ら

れ

て
い

る

医
疽

棚

器

＾
法

鏑

十

四

条

切

四

鏑
一

巧
第

一

号
忙

親

定

す

昌

廟

厘

荘

欄

盟
で

あ
ｏ

て

モ

固

理

追

販

売

切

承

咀

の

あ

ｏ

た

目
櫨

同
号

に

規

走

す

る

靱
査

期

問

＾
周
集

鏑

＝
項

切

規

定

に

上

る

延

岳

加
行

わ

れ

た

と

き

は
，

モ

切

延

長

笹

の
期

凹

崔
揺

邊

し

て

い

な

い

も

の

及

ぴ
』
濫
珊
八
十

三

条
第

一

項

切

規

定

忙

よ

ｏ

饒

み

智
え

て

茄

用
昔

れ

君

法

篇

十
四
集
晒
四
甜
一
項

第
二
号
忙
規
定
す
着
畠
林

水

産
⊥
＾
臣
が

指

示
す

昌

医

鐵

櫨

盟

で

畠

コ
て

詰

第

八

十
一一
藁

寛

一

項

切

規
定

忙
上

り

睨
み

巷

え

て

血

用

昔

れ

后

法

籔

十

四
集

切
四

鈍

一

咀

錨

二

号
に

規

定

す

昌

口
林

ホ
盲
⊥
＾
臣
が

指

示

す

る

期

刷

崔

幅

田

し

τ

い

な

い

も

の

店

除

く
一
）
と

杣

迫
．

使

用
方

法
、

効

舳
、

勤

県

又

は
性

舶

帥

明

一
５
か

に

邊

な

召

も

碗

五

十

万

千

三

百
円

＾
■

子

仙

報

畑

理

組

頸

崔

使

用

す
る

珊

合

に

あ

ｏ

τ

肚
，

五

十

万

千

百

坦

．

倒

＾

ら
舳

物

切
た

畠

に
使

用
さ

れ

石

＝
と

が

目

的
と
さ
抗

て
い
暑
匿

濠

窮

⑭

に
把
げ

る
も

の

吉

跣

く
Ｊ

四

万

九

千

五

百

円

｛
■
手

仙

朝

処

理

組

饒

圭

使

用

す

る
判

合

１＝

畠

ｏ

て

は
、

四

万
九
千
三

百
円
－

桂

蜻

十

囮

粂

第

九

項

＾
法

第

十

九
集

面
一
一
第

五

項

に

増

い

て

竈

用

す

看

瑚

合

崔
含

む
Ｊ

晒

規

定

ヒ

よ

暑

承

囲

イ

か

昌

二

虫

で

に
担

げ

る
意

盟

の

区

分

に

応

じ
、

モ

加

ぞ

れ

イ
か

昌

二
ま

で

に

走

め

君

葭

イ

国

崇

品

に

つ

い

て

晒

思

哩

…

か

昌

囲

ま

で
に

把

げ

君

厘

鶉

品

晒

区

分
ヒ

忘

じ
，

モ
打

ぞ

加

ω
が

ら

固

宮

で
に

定
出

る

祖

…

前
号
イ
…
に
担
研
着
屋
珀
品
で
畠

毛
、

希

少

痕

鴉

月

医
射

品

で

竜

い

も

切

＾
勉

暗
｝
劫

呆
、

用

桂

又

は

用

‘

切

変

１

１＝

つ

い

て

眉

眈

田

甜

急

と

吉

れ

昌

も

切

忙

胆

昌
Ｊ

一一一
十
一

万

四

千

九

百
円

倒

前
号

イ

倒
に

担

呼

君

匪
藁

品

で
あ

コ

で
、

帝

少
疫

塙

用
医

珀

品
で

な

い

も

の

＾
勃

能
、
劫

果
、

用
怯

又

ほ

用

‘

切

変

亘

ヒ

コ

い

て

承

黎

の

瑚
崇

と

さ

れ

君

も

晒

忙

眼
昌
．
－

九

万

百

円

倒

前

号

イ

…

及
ぴ

倒
忙

掲

庁
る

睡
蛇

品

で
由

コ

て
、

希

少
疾

姻

用

医
萢

品
で

な

い

も

切

＾
ω

及

ぴ

吻

ヒ

掲

げ

る

も

切

を

除

く
Ｊ

一

万

六

辛

七

百
円

倒

前

号

イ

…
に

掲

甘
る

厘

黎

品

で

畠
ｏ

て
，

希

少

疾

痢

用

唾
難

品
て

畠

苫
も

の

｛
劫

能
、
瑚

県
，

用

抽
又

は

用
■

切

蛮

更

に

つ

い

て

斌

眈

切

対

豪

と

吉

れ

君

も

の

ヒ

田

る
Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

百
円

㈲
．

聾

イ

僅

掲
け

農

蓋

麦

ぞ
・

刷

少

疾
痛

用

医
硝

品
で

あ

君

も

切

＾
効

帖
、
勘

某
、

用

抽
又

は

用
■

の

変

豆

に

つ

い

て

承

睨

の

却

豪

と

吉

れ

有

も

の

ヒ

嘔

君
Ｊ

九

万

百

円

倒

前
号
イ
ω
及
胡
倒
に
掲
げ
る
医
蜻

品
で
あ

ｏ

て
，

希

少
摸

塙

用

匿

蘂

品
て

畠
る

も

甲

藺

及

ぴ

㈲

ヒ
把

げ

昌
も

切

崔
隙

く
，〕

一

万
六

千

七

－
百
円舳

号

イ

倒

に

掴
げ

昌

医

萢

品

＾
勃

能
■
効

呆
，

用

法

又

ほ

用

■

切
変

更
に

コ

い

τ

粛

哩
の

対

虫

と
さ

れ

君
も

切
忙

限

昌

〕

一一一
十

→

万
四
」
干

九

百
円前

唱

イ

軸

ヒ

掴

げ

昌

匿

軸

品

＾
勤

峠

劫

県
，

月

法

又

は

月

■

ｏ

変

１

に

つ

い

て

承

咽

切
対

自

と

吉

れ

君
も

の
忙

限

昌
．
〕

九

万
百

月

前

弓
イ
固

及
ぴ
固
ー二
掲
け
る
匪
蜷
品

＾
…
〃

ぴ

倒

ヒ

掲

研

畳

も

の

壱

隙

く
．
〕

一

万
穴

千

七

百
円前
号

イ

㈲
ヒ

掴

げ

君

医
鶉

品

＾
勃

能
・
劫

果
，

用
怯

又
は

用

二

の

変

頁

忙

つ

い

て

意

盟

の

対

皇

と

さ

抗

る

も

切

に

眼

る
．
〕

一一一
十

一

万

四

千

九

百
円

…

前

号

イ

㈹

に

掲

げ

る

医
亜

品

＾
批

能
，
劫

果
，

用

睦

工

ほ

用

坦

の

変

更

に

つ

い

て

頑

調

碗

蛸

壊

と

さ

加

る

も

切

忙

限

昔
Ｊ

九

万

百

円

岨

前
号
イ
㈲

及
ぴ
倒
吃

相
け

巷
国
躯

品

＾
冊
及

ぴ

叩

旧

掴
げ

暑

も

切

崔
暁

く

Ｊ

一

万

六

千

七

百
円

岨

前

号

イ
冊

に

掴

げ

る

厘

藁

品

＾
瑚

能
，
鋤

果
，

用

法

又

胆

用

邊

の

変

更

忙

つ

い

て

承

踊

的

対

壊

と

古

れ

る

も

晒

ヒ

隔

る
．
〕

三

十

一

万

四

千

九

百
円

ω

前

号

イ

倒

に

掲

け

る

厘

講

品

＾
劫

能
，
勘

果
Ｈ

用

畦

貝

は

用
量

の

変

更

に

コ

い

て

承

蝿

晒

剥

虫

と

さ

れ

る

も

の

に

限

る
Ｊ

九

万

百

円

岨

前
号
イ
例
及
ぴ
固
に

掴
け
る
唾
藁

晶

＾
岨
及

ぴ

帥
ヒ

掴

げ

る

も

晒

崔

暁

く
Ｊ

一

万

六

千

七

百

円

㈹

帥

号

イ

側
に

掲

げ

有

厘

弗

品

＾
劫

能
、
劫

果
，

用

法

又

肚

用
坦

切

蛮

更
に

つ

い

て

裁

醒

の

刮

魚

と

吉

れ

昌

も

の

に

眠

る

Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

百

円

岬

前

号

イ

㎝
１＝
掘

げ

看

囲

鞘

品

｛
勤

能
、
劫

県
，

用

監
－
又
唐

用
量

切

変

更

に

つ

い

て

承

盟

の

対

虫

と

吉

れ

る

も

の

忙

限

る
Ｊ

九

万

百

円
．

岨

前
号
イ
倒
及
ぴ
ω
に
掴

け
る
睡

燕
品

＾
岨
及

ぴ

帥
に

掲

げ

る

も

の

崔

陳

く
Ｊ

一

万
六

千

七

百

円

ω

前
号
イ
…
に
謁
げ

｛
体
外
静
断

用
医
藁

品

一
万
九
千
五
百
円

帥

前
号
イ
岨
に
掲
げ
召
体

外
静
断

用
医
弗
品

一
万
九

千
五
百
円

㎜

前
号

イ
蝸
忙

掲
げ
る
体
外
瞳

断
用
医
弗
品

三
万
五

干
三
百

円

勘

専
甘
酌
物
め

た
出
に

使
用
吉
れ
る
｝］
凸

洲
目

的

と

さ

れ

て

い

る

医

藁

品

一
一
万

二

千

八

百

円

＾
国

子

伯

軸

処

理

紺

撒

圭

使

用

す

る

堀

合

忙

あ

コ

て

肚
，

二

万
一
一
千

六

百

円
〕

」

医
曲
部
外
品
に

つ
い
て

の
屈
偲

ω
又

は
藺
ヒ

掴

け

る

医

藁

部

外

品

切

区

分

に
応

じ
、

モ

打

ぞ

れ

…

又
借
倒

に
定
出

サ
韻

…

唾
亜
部
外
品

衝

忙

掘
げ
る
屯
切

崔
除
く
Ｊ

一
万
五
千
＾

百
円

岨

専
呂

助

物

晒

た

曲

１こ

使

用
吉

れ

る

こ

と

加

目

的

と

吉

血

て

い

る

厘

弗

部

外

品
一

一

万

＝

千
六

百
円

＾
邊
子
情

報
処
顯
紬
雌
崔

使
用
す

る
均
省

に

由

ｏ

て

は
、

一

万

二

干

四

百

円
〕
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化

紐

品

に

コ
い

て

固

忌

眈

一

万
五

千

＾

百

円

二

医
Ｏ

齪

器

１＝

つ

い

て

切

承

睨

ω

か
ら

剛

ま
で

に

掲

げ

る

匝

ｏ
杷

器
旧

匡

分

に

応

じ
、

モ

れ

ぞ

加

…

か

ち

固

宝
で

に

定

曲

る

拍

○

前
号

二
…
に
把
げ
呂
匡
｝
欄
器

九
万
九
千

六
百
円

倒

前
号
二
倒
に

掲
げ
巷
医

覆

鶴

二
■
万
七
千

四

百

円
前

号

二

倒

に

掲

げ

昌

医

疵

欄

器
一
こ
一
万

七

千

七

百

円

｝

昌

醐

物

固

た

め

に

使

用
吉

れ

る
－」
と

崩

目

的

と
昔
れ

ｔ
い
る

医

覆

蝸

＝

万
＝

千
八
百

円

＾
ｏ
子
桁
報
剋

理
祖

撒
崔
値
用
す
る
坦
合
に

由

ｏ

て

は
，

＝

万

＝

千

六

百

円
〕

前

項

に

規

定
す

昌

宕

一^

法
第

八

十

三

塞

竺

項

の
規

定

に

ょ

り

読

み

苦

え

て
－
咀
用
吉

れ

る

桂
撞
叩
†

四
条

又

は

第

十

九

条

の

＝

肥

規

定
に

よ

る

承

脇

垣

申

血

崔

す

畳

者

に

眼

る
Ｊ

湖
法

第

八

十
三

集

第

一

項

切

規

定

忙

よ

Ｏ

腕

み

著

え
て

誼

用
宮

れ

る

法

第

十

四

集

第
一一一
項

＾
同

集
蟷
胴

九

項
及
ぴ
溝
飼
十
九
条
の
＝
第
五
項
忙
お
い

て
革
用
す

る

坦

合

崔

舎

む
．
）
晒

規

定

に

よ

ｏ
瑞

伺

す

君

当

嘆

申

皿

に

係

昌

厘

莚

品

＾
ｏ

ら
励

物

価

た

由

ヒ

値

用

さ

れ

君

Ｅ

と

が

目
的

と

昔

れ

て

い

る

も

切

血

唖

る
Ｊ
、

畦

藁

都

外

品

＾
■

昌
醐

物

晒

た

め

ヒ

使

用

吉

杣

る

こ
と

が

目
的

と

吉

れ

て

い

る

も

切

ヒ

限

る
Ｊ

又

は

医

崇

邊

器

白
専

昌

螂

物

の

た

め

に

使

用

さ

れ
る
｝」
と

が

目

的

と

昔

れ

τ

い

有

も

晒

忙

眠

る
．
〕
の
喪

全

性

に

顯

す

君

賦
噛

そ

の
他

の

武

跣

の
’
凪
膜

成

邊
ヒ

田

す

る

竈

料

に

つ

岩
，

＾
＾
冊
水

産

夫

臣

都
、

法
舘

＾

十

三

楽

第

一

項
晒

蜆

定

に
よ

ｏ

眈

卑

苦

九

て

邊

用

吉

れ

る

法

施

十

西

集

第

二

項

第

三

号
．
｛
同

茱

第
九

項

及

口

法

謂

十

九

粂

の

＝

第

玉

項

に

由

い

τ

軸

用

す

る

珊

合

崔

含

む
．
〕
晒

規

定

に

よ

る

岩

■

壱

行

う

た

由
、

当

噛

＾

口

壱
，

当

眩

哺

瞠

左

史

施
し

た

施

眼
晒

所

在

地

に

出

弛

吉

世

着

必

雲

崩

茜

る
と

調

由

る

幻

台

に

培

け

る

前

項

１＝

規

定
す

呂

者
に

係

君

法

第

八

十

三

宍

鷺

一

項

切

規

定

に

よ

ｏ

院

み

替

え

て

竈

用

吉

れ

昌

法

第

七

十

＾
釜
一
蓄

零
で
蕃

婁

憲

塞
蒔

聖

の

規

定
に

か

か

わ

昌

ず
、

同

項

忙

定

畠

る
拍

に
、

次

に

担

げ

畳

担

晒

合

計

獺

在

加
’

し

た
｝

と

す

る
．

一

齪

＾

＝

人

が

当

瞳

出
田

を

す

君

Ｅ

と

と

し

た

幻

合

に
お
け
君
旅

臼
相
当

邊

＝

七

万

円
に
、

当

眩

出

弧

に

係

る

旅

讐

相

当

む

切

叶

算
の

基
軸
と

世
る
旅
行

目
敏

崔
乗
じ

て
得
た
獺

呈

第

豆

茶

第

四

項

切

規

定

は
、

前

項

の

靱

台

に

つ

い

て

串

用
す

る
．

４

硅
華
西
委

；
番

華
九
蓋
＝
室

碧

一
嚢

曼
窪

覆
竈

薯
篭

畠

募
享

規

定

に
よ

る

貴
固

＾
以
下
’」
固

項

に

由
い

て

『
章

閲
」

峡

料

田

頷
〕

■
九
集

措
鴉
七
十
八
条
第
一

項
第
九
箏
忙
帽
け
る
者
が

と
ぢ
Ｊ
窒

窪

憂
溝

香

蛮

葦
調
雲

同
頸
窺

奮

壱
畏

襲

書

註

奮

葎
手

医

黒
雀

芸
医
養

蕃

毛
星

誓

幕

藷
切
窪
・
虫
碧

冨
胃

套

雀
笹
、
モ

で
定
窒

茎

に

詞

手

君

雰

申
竈
症
す

薯
忙

毫

雪
域

葛

ヒ

奮

名

宇

君
．

踊

る

法

塙

七

十

八

条

第
一

項

め

政

令

で
定

出

る

邊

は
、

男

一

項

竈
一

号

イ

の

規

定

票

か
わ

昌

す
、

伺

号

イ

に

定

由

昌

曽

に
、

次

固

告

骨

に

担

け
る

区
分

１＝

応

ｕ
，

モ

一

加

ぞ

加

当

威

各

号

に

忠

め

君

軸

壼

加

算

し

た
獺

と

す

君

．

一

次

号

及

ぴ

第

三

号

に

掲

げ

る
賦

ｍ

映
外

切

賦

唖

十
五

万
円

二

助

噛

崔

使

用
し

た
圓

喰

＾
次

号

忙

担
げ

若
も

切

崔

除

く
．
〕

百

＝

十

＝

万

四

百

閂

三

サ

ル

崔

使

用

Ｌ

た

武

螂

千
八

百
七

十

五

万

囲

千

九

百
円

＾
眈

蜴

用

医

藁

品

箏

晒
理

造

眠
疵

の

景

脾

に

当

た
ｏ

て

固

実

地

切

訓

杏

切

申

皿

１＝

価

る
宇

傲

制

切

帽
］

第

＾

果

沽

境

七

十

八

集

第

一

項

鏑

八

号

に

掲

げ

君

者

＾
撞
第

八
十
三

塞
鴉
一
項
晒
規
定
に
よ
ｏ
腕
み
曽
え
て

並
用
吉

肺
る
法
第
十
四
某
第
六
項

轟

丁
九
粂
の
二

第

五

項

に

塙

い

て

印

月

す

昌
ｏ

合

苗

含

軸
，
〕
田

㎜

古

差

申
酬

す

昌

者
に

阻
る
Ｊ

が

睦

境

七
十

八

条

第

一

項

㊤

規

定

に
よ

ｏ

国
に

納
出

な

け
れ

ぱ

な

ら
な

い

手
歓

脚
の

邊

は
、

九

千

五

百

円

＾
ｏ

手
仙

軸

剋

理

租

蘭

岳
値

用

す
る

望

□
忙

畠

ｏ

て

は
．

九

千

四
百

円
〕

と

す

呂
．

２

前

田

に

規

定

す

昌

音

に

偲
昌

法

籔
八

十

三

条

第

一

項

価
規

定

に

よ

ｏ

脱
み

首

見

τ

竈

用

吉
れ

着
法

第

十
四

条

第

六

■

＾
桂
覧

十

九
魚

切
＝

窮

五

咀

に

珀

い
て

串

用
す

る

田

台

壱

含

む
．
〕
の

崇

地

晒
蘭

芒

晒

申

山

に

コ

宕
、

＾

林

水
童
⊥
＾
臣

が
、

当

噛

田

杏

壱

行
う

た

め
、

当

瞳

醐

＾

を
、

当

岐

咀
査

を
行

う

加

胆

晒

所

在
地

に
出

弧

昔

せ

る

必

里

崩

由

看
と

固
出

る

■
合

に

尭

吋

昌

前

珀
忙

規

定
す

る

者

に

係

る

港

箏

八
十

三
条

摘

一

項

田

規

定

に

よ

ｏ
腕

碁

若

九

て

誼

用

自

れ

昌

法

第
七

十
八

集

第

一

項

の

政

令

で

定

由

看

宇
鐵

瑚

藺

鵯

ほ
、

前

項

田
規

定
に

か

か

わ

昌

。

寸
、

同
項

吃

定

め

呂

竈

忙
、

次

に

把
げ

る
割

田

合

詰

崔

加

螂

し

た

蠣
と

す
后
．

一

軸

＾

＝

人

が

当

破
出

訓
荏

す

竜
｝
」
と

と

し

た

幻
合

に

増

け

も

旅

讐

相

当

ｏ

二

七
万

円
に
，

当
破
出
邊
に
蹄
昌

聾

相
当
獺
切
計

■

の
ｏ

削
と

な

る
抹

行

目
哉

壱

鶉
じ

て

掃
た

螂

ヨ

第

五

集

覧

四

咀

田
規

定

肚
、

加

項

の

ｏ

台

に

つ

い
て

串

月

す

る
，

匡

鶉

品

に

つ
い

て

晒

萬

讐

古

イ

か

ら

ハ

圭

で

に

掲

げ

畳

唾

螂

品
肥

匡

分
旺

由

じ
、

モ

れ

ぞ

れ
．
イ

か

怯

ハ

吉
で

１＝

定

由

昌

疽

イ
・

口
及

ぴ

ハ
に

担

げ

る

医

藁

品

以

外
の

医
蛇

品

十

六

万

六

千
四

百
円

口

踊

七

集

第
一

岨
第
．
一

号

イ
ω
「

㈲

又

は

㈲

に

桐

げ

る

医

蛇

品

に

係

晋

法

第

十

四

条

碗

四

第

一

項

＾
怯
鷺
十
九
集
の
四
に
由
い
土
串

用
す
名
竈
｛
坦
竜

含
む
Ｊ
画
塑

彊

麦

再
症
症

竃

ｏ

砕
竿

ロ

ヒ

お

い
て

一
再
害

古

申

国

と

い

う
．
〕
を
し

走

者

が
．

当

鋏

寓

讐
古

申
冊

に

係
る

医

藁

品

と

有

勤

戒

分

及
ぴ

モ

の

配

台

剖

合
，

投

与

幅

踏
、

効

能
、

勘

某

並
ぴ

に

用
■

胡

同

一

で

あ

「

て

モ

晒

珀

状
、

有

劫

成

分

の

含

■
又

帖

右
勃

成

分

以

外

耐

成

分

若
し

く

ほ

モ

の

含

■

が

具

竜
る

霞
館

晶

忙

係

君

再

善

査

申

｝
崔

す

有

ｏ

台

ヒ

由

け

君

当
軸

医
弗

品

六
万

五
千
五
百

円

ハ

岨

昔

聰

鞠
晒

た

喧

に

使

用
さ

れ

る
｝
」
と

が

目

的

と

さ

れ

π

い

呂

医

蜻

品

＝
十

四

万
九

千

四

百

円

＾
ｏ
子

仙

靱
畑

理

組

棚

崔

使

用
す

呂
幻

合

ヒ

畠

っ

て

は
、

＝

十

四

万

九

千

二

百

円
〕

＝

萬

症

蜷

器

１＝

つ
い

て

晒

再

讐

査

イ

か

ら

ハ

由

で

に

掲
げ

る

医

疵

欄

器

晒

匡
分

に
応

じ
、

モ

れ

辛

れ

イ

か
昔

ハ

ま

て

に

定

め

る

窃

イ

撞

頸
十

四

韮

の

四

舘

一

巧

第
一

号
に

規

定
す

君

新
医
竈
拍
盟

八
万
四
千
百
円

ロ

イ

及
ぴ

ハ

忙

掲
け

着

医

饒

獺

器

以

外

の

医

痕

櫨

器

六
万
四
千
九
百

円

ハ

専

昌

蜆

曲

田

た
め

に

使

用
吉

れ

葦

」
と

却

目
的

と
さ
れ
て
い
る
匿

覆

器

＝
十
一

万
＾
千

六
百

円

＾
■

子
伯
細

処
理
組

蘭

在
使

用
す
君

ｏ
台
ヒ

あ

Ｏ

て

暗
、

＝
十

一

万
八

千

西

百

円
〕

前

項

に

規

定
す

君
古

一
法

堀

八
十

三

条

第

一

項

固

規

定

１＝
よ

Ｏ

眈

み

讐

え

て
竈

用

昔
れ

右

撞
克

十
西

条

価

四

第
一
肝

＾
法
覧
十
九
条
の
四
に
培
い
て
串
用
す
君

珊
合

崔

含

曲
．
〕
の
規

定

忙

よ

君

再

害

充

荏

申

皿

す

君

者

に

限

呂

Ｊ

帥

怯

第

八
十

三
集

笥

一

項

の

規

定

に

よ

Ｏ

鋏

み

替

え

て
竈
用
さ
れ
吾

嚢

十

晒
楽
晒

四
第
四
項

＾
撞
嗣
十

九

鼻
切

四

に

由

い

て

串

用

す

る

坦

台

主
含

む
Ｊ

切

規

定

に

よ

り
添

村

す

君

当

噛

申

饒

に

係

昌

医
鶉

品

高
卓

ら
軸

勒

切

た
由

旧
使

月

昔

れ

后

＝

と

が

圓

的

と

吉

れ

て

い

る

も

の

に

限

君
．
Ｕ
又

畦

厘

蟹
”
盟

高
｝

昌

軸

軸

晒

た

串

胆

使

用

昔

れ

る

こ

と

加

目

的

と

さ

れ

て

い

る

も

の

に

阻

る
Ｊ

切

使

用
成

軸

唖
に

関

す
昌

貰

料

に

つ

岩
．

産
⊥
＾
臣

が
、

瞳
蝋
八
十
；
集
第

守
項
切

規
定
把

岩

硯

註

撞

北

て

邊

用

さ

れ

昌

法

第

十

四

条
晒

四

第

三

項

■^

舳

踊

十
九

条

皿

画

に
由

い

て

串

用

す

君

坦

台

壼

含

む
．
｝
申
・

親
定

旧

よ

号

再
’
里
ｏ
を

行

う

た

め
，

当

骸
嚇

貝

崔
、

当

瞳
値
用
庇
刮
箏
に
四
す
昔
眈
査

崔

塞
皿
し
た
施
偲
晒
所

在
地
に

出
搬
吉
也
着
必

聖
が
畠

る
と
画
め
君
坦
合
に
曲

吋

る

前

項

に
規

走
す

君

者

に

偲

る

法

挽

八
十

三

条

踊
一

項
の

規

定
に

よ

ｏ

眈

珀

苔

え

て

適

用
さ

れ

る

珪

第

七

十

＾
楽

館

一

羽

の

政

令

で

走

由

召

手

数

料

の

舶

は
，

前

項

切

規

定

に

か

か

わ

昌

ず
，

同

項

に

定

出

る

韻

に
、

次

に

帽

げ

君

胡

の

合

計

獺

崔

加

算

し

た

覇

と

す

る
．

一

軸

＾

＝

人

が

当

強

出

覗

崔

す

る

［

と

と

し

た

場

合

１＝

苗

貯

呂

旅

謹

帽

Ｅ

！
一
一
．

二

七

万

円

ヒ
，

当

噛

出

覗

に

係

る

旅

費

相

当

櫨

の

計

坑
切
苫
硅
と
な
君
肺
行

日
敏
を
乗
じ
て

得
た
獺

昌

窮

五

集

第

四
項

硯

規

定

は
，

前

項

晒

場

合

に

つ

い

て

鞘

用
す

君
．

＾
基
粋
摘

合
性
閲
肚
の
申

南
に
係

る
手
敬
料
切

祖
〕

蜴
十
集

港
第
七
十

八
索
第

一
項
第
十
号
に

掴
げ

る
昔
が

同

項

⑰

規

芭
に

よ

ｏ

国

に

帥

由

な

け

れ

ほ

血
．
ｂ
な

い

手

数

料

の

額

は
、

三

万

五

千

三

百

円

と
す

る
．

＾
医
由
柵

需
田
修

理
業
切

肝
司

の
申
醐
に

係
る
手

散
料

田
韻
｝

籏

十

一

彙
■

蛙

第

七

十

八
楽

掬

一

項

艶

十

一

号

ヒ

周

げ

君

昔

＾
次

項
に
規
定
ず
畳
者
由
暁
く
Ｊ

が
同
茱
第
一
項

晒

規

定

に

よ

Ｏ

国

１＝

紬

出

な

け

抗

ぱ

胆

ら

な

い

手

数

料

晒

掴

は
，

次

晒

告

号

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ
、

モ

れ

モ

れ

当

骸

告

号

に
定

曲

君
植

と

す

る
。

一

医
籔
欄
器
切

帳
理
に
係
昌
酢
可

＾
次
号
に
掴
げ

る

も

の

を

除

く
．
〕

一
一
万

七

千

三

百

円

＝

専

昌

醐

物

の

た

由

に

値

用

さ

打

る

こ

と

が

目
曲

と

吉

れ

τ

い

る

医

誼

蜘

盟

切

催

唖

１＝

係

看

群

司

一

万

五

千
七
百

円

＾
司

子
拍
軸

処
理
組
撤

崔
使

用
す
る
坦

台

に

畠

ｏ

て

ば
、

一

方

玉

千

五

百

円
〕

里

法

蜻
七
十
八
集
第
一
項

第
十
一

号
に
担
げ
君

者

＾
法

第

四

十

楽

の

コ

第

五

項

切

修

理

唾

分

切

麺

頁

又

喧

追

加

切

畔

可

崔

申

謂
す

看

者

旧

眼

る
．
〕
が

法

第
七

十

＾

免

蛸

一

項

切

規
定

に

よ
ｏ

国

に

納

曲

な

日

れ
ぱ

苗
．
■
な

い

手

散

料

晒

程

パ

吹

の
．
各

骨

忙

相

吋

る

区

盆
に

応
｝
、・

モ

れ
ぞ

れ

当

破

各

号

ヒ

宙

め

る

獺

と
す

る
．

一

医
底
椥

器
の
値

理
区
分
の
蛮
理
又
は
追
加
価
酢

司

＾
虫

号

に

掲

冊
る

も

田

を

隙

く
．
〕

二

万

六

千

二

百

円

＝

専

昌

助

物

田

た

由

に

使

用
さ

れ

る

こ

と

が

目
的

と ㌧
幽

吉

加

て

い

る

霞

疽

欄

需

切

修

理

区

分

晒

蛮

理

又

は
追

加
画
許
可

一

万
五
千
七

官
円

＾
電
子
描
報

処
囲
組

饒

荏
使

用

す

后
ｏ

台

に

由

コ

て

は
，

一

万
五

千

五

百

巴
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ヨ

前

＝

項

に

規

定

す

着

者

忙

孫

る

桂
境

西

十

条

切

＝

蹄

一

項

切

許

司

固

申

制
ヒ

つ

岩
、

＾

耕

水

撞
⊥
＾
臣

別
、

法

第

＾

十

三

巣

笥

一

項

切
規

定

に

よ

ｏ

碗

母

魯

え
て

迦

用

吉

れ
る
法
舘
四
十
集

望

一
第
西
項
第
一
号

田
＾
林

水
盲

省

令

で

定

め

る

ｏ

｝

田

道

台

性

に

関

す

君

皿
査

崔

行

う

走

珀
，

当

眩

饒

＾

壼
、

当

曲

蘭
杢

を

㍍

う

施

眠

晒

所
在

地

忙

出

盟

吉

せ

る

必

蔓

が

あ

る

と

脇

め

昌

幻

台

忙

曲

け

る

前

二

項

に

規

定

す

る

音

に

保

君

法

知

＾

十

三

条

鏑

一

項

晒

規

定

に

よ

ｏ

脱

み

曹

え

て

血

用

さ

れ

る

桂

第

七

十

八

条

葡

一

項

の

政

令

τ

定

出

る

手

鼓

岬

の

額

肚
，

蜻

一

項

舘

二

号

又

は

前

項

第

＝

号

の

規

定

に

か

か

わ

昌

ず
、

１」
刊

壱

の
規

定

に

定

珀

る

邊

に
、

次

に
掲

研

る

邊

の

合

叶

獺

在

加

ｏ

し

た

獺

と

す

石
．

一

暇

＾

二

人

が

当

骸

出

盟

壱

す

る
一
」
と

と
Ｌ

た

堀

台

忙

畠
け
る
旅

史
相
当

獺

＝

七

万

円

忙
，

当
破

出

硯

に

係

る

旅

費

相

当
獺

の

叶

○

の

皇

碗

と

な

る

肺

行

日

数

崔

果

じ

て

得

た

韻

｛

第

五

条

鏑

囮

項

の

規

定

は
、

前

項

の

拐

合

に

つ

い

て

耶

用

す

る
．

＾
雷

籔

棚

器

の

僅

理

藁

の

酢

可

の

亘

新

の

申

蠣

に

係

る

手
藪
料

画
頷
〕

｝
十
＝
集

法
鋪

七
十
八
茱
第
一

項
第
十
二
号
忙
掲
げ
る

者

湖

同

項

の

規

定

に

よ

ｏ

国
忙

納

由

な

吋

れ

ぱ

な

ら

壮

い

手

鼓

料

の
額

胆
、
吹

の

各

号

に

把

断

る

区

分

に

芯

ｕ
，

モ

れ

ぞ

抗

当

噛

告

号
に

定

め

る

舘

と

す

る
．

一

医

壇

拙

盟

肥

控

理

ヒ

傭

る

昨

司

の

亘

新

｛
次

号
に

掲
げ

る

も

の

崔
蹄

く

Ｊ

二

万

六

千

＝

百

閂

＝

｝

昌

助

噛

田

た

め

に

使

用

吉

れ

君
，」
と

が

目
的

と

吉

れ

て

い

る

医

廉

肥

器

の
性

埋

に

舘

昌

絆

司

切

亘
新

七

千
三
百
円

＾
ｏ

干
柵
朝

姐
理
組
触
崔
使

用
す
る

壇

合

ー二
あ

「

て

は
、

七

千

百

円
〕

面
出
用
遇

傭

屈

濯
〃
塞

肩
聾

鷹

手
数
料
固

螢

簑

十
一一一
集

法

第

七

十

＾

条

第

一

項

第

十

三

号

に

掲
げ

る

者

＾
怯

第

八

十

三

集

鴬

一

項
価

規

定

に

よ

ｏ

読

事
書

え

て
拮

用
さ
抗
呂
桂
蜻
八
十
条
第

一
項
の
蜴
古
崔
申
帥
す

る

盲

に

限

る
Ｕ

洲

畦

覧

七

十

八

条

第

一

項

切

規

定

ヒ

よ

ｏ

国

ヒ

納

出

な

け

れ

ぱ

な

昌

な
い

手

朕

岬

の

蜘

肚
、

七
千
二
百
円

｛
■
手
仙

靱
処
埋
組
紬
皇

使
用
す

る
＾
合

忙

自

コ

て

は
、

七

千

百

円
〕

と

す

る
。

前

項

忙

規

定

す

る

音

に

係
る

睦

鋼

八

十

三

典

蜻

一

項

固
規

走
ヒ

よ
ｏ
腕
卑
曽

え
て
適

用
さ
れ
る
桂
第
八
十
集

第

一

項

の
臭

地

の

”

査

の

申

帥

に

つ

嘗
、

＾

林

ホ

塵
⊥
＾

臣

が
、

当

噛

冊

芒

吉

行

う

た

勘
．

当

眩

醐

員

を
、

当

睦

㎜

古

由

行

う

加

設

切

所

在

地

に

出

張

吉
世

る

必

要
都

畠

君

と

眈

由

る

杷

合

忙

畠

吋

看

前

珂
に

規
定

す

右

盲

に

係

る

抽

蜻

八

±
一
秦

珀

一

項

切

規
症

に

上

ｏ

閉

西

善

え

て

拮

用

吉

れ

る

法

第

七

十

八
集

第
一

項

晒

政

令

で

定

出

る

手
藪

掛

切
釦

は
．

ｍ

現

晒
規

定
に

か

か

わ

筍

ず
、

同

現

に

定

由
呂

祖

に
，

茨

に

担
け

后
獺

切

合

計

額

崔

加

＾

し

た

蛆

と

す

る
、

一

酎

＾

二

人

が
当

睦
出

■

崔

す

る

こ

と

と
τ

た

珊

台

に

由

け

る

旅

臼

相

当
獺

二

七

万

円
ヒ
．

当

敏

出

肥

に

偏

る

端

臼

相

当
臼

切

計

○

切

甚

砲

と

な

君

施

行

目

牲

珪

泉

じ

て
租

た
額

ヨ

第

五

粂

第

四

珂

の

規

定

ほ
，

前

項

晒
ｏ

合

に

コ
い

て

串

用

す

る
．

＾
屋

艶

品

若

し

く

は

匪

審

囲

切
型

追

崇

の

砕

可

旺
、

外

国

哩

遺

票

謁

固

咀

定

唖
又

喧

匿
症

棚

蜴

切

借

理

賞

切

岬
司

証

の

讐

換

え

交

付

固
申

ｍ
に

価

る

手

敏

料

切

獺
）

饒

十

四

鶉

膣

鶉

品
昔

し
く

は

医

藏
欄

器

＾
｝

ら

聰

摘

の

た

由

に

使

用

吉

加
君

こ
と

帥

目
的

と

さ

れ

τ

い

君

も

切

崔

聡

く
．
以
下

こ

の
条

に

由

い

て

同

じ
Ｊ

切

四

追

萎
疽
、

外

国

黎

進

賞

者

の

固

定

を

受

け

た

者

又

ば

医

虎
柚

轄

切

借

理

崇
者

却
、

薬
■
止
蛭
＾
行

令

＾
昭

和

三

十

六
年

政
令

踊

十

一

号
．

以
下

『
令
」

と

い

う
．
）
第
十

二

曼
第

三

項

＾
令

第

十

八

条

舘

一

項

及

ぴ

第

五

十

五
集

に
出

い

τ
叩

月

す

君

堀

台

崔

含

む
．
〕
の

規

定
忙

よ

ｏ

国

に
舖

由

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い

手

敗

料

切

担

は
、

次

切
各

何
に

聾

る

国

分

に

応

ｕ
，

モ

加

ぞ

れ

当
噛

告

号
に

定

弛

昌

組

と

す

る
。

一

医
蛇

品
若

し

く

は

医

蘭
櫨

器

田

軸

造

崇

冥

喧

医

底

捌

盟

の

借

理
崇

切
畔

司

証
田

■

邊

兄

交

付

一

万
七

千
四
百

円

＝

外
国
黎
拮
集
者
の
眈
定
旺
田

婁

え

交
付

一

万

五
千
七
百
円

｛
匡

軸

品

若

し

く

肚

厘

療

棚

聖
の

四

造
蠣

の

畔

可

唖
．

外

国

碧
咀
業
者
切
醒
定
畦

又
は
国
疵
櫨
露
晒
佐
理
莞
の

畔

可

証
切

萬
変

付

ｏ
申

ｍ

に

郁

る

手

殻

岬

切

彗

竈
十
豆
集

匡
鰺
品
若
し
く
は
囲
ｏ
欄
里

＾
｝
昌
助

胸
切

た

出

忙

使

用
さ

刊

る

こ

と

が

目

的

と

さ
れ

て
い

邑

も

晒

崔

除

く
．
以

下

こ

晒

集

忙

お
い

て

同
じ

Ｊ

の
黎

過
讐

著
、

外

国

蜆
造

崇

岩

晒

眈

定

を

曼

吋
走

岩

叉

帖

医
獺

棚

閣

切

佐

理

崇
音

が
．

令

第

十
三

集
弟
一一
項

＾
令

塙

十

八

条

第

一

項

及
ぴ

蜻
五

十

五
条

ヒ

由

い

て

｝

用

す

君

む
合

崔
台

曲
．
〕
切

規

定

１＝

よ

Ｏ

国
忙

榊

出

な

け

抗
ぱ

な
筍

な

い

手

鼓

牌

切

祖

時
、

茨

の

各

号

ヒ

掲
け

昌

区
針

ヒ

応

じ
，

モ

れ

ぞ

れ

当

壷

告

号

に

定
め

る

邊
と

す
着
．

医

鶉

品
岩

し

く
は

屋
症

棚

器

の
理

拮
崇

又

肚

医
底

柏
器
の
岱

翌
鴉
切
畔

可
旺
田

再
交
付

一
万
七
千
四

百
円

二

外
国
囲
造
崇
者
の

蜴
定
証

田
再
交
付

一

万
玉

千

七
百
胃
口
一
一
〇

独

立

行

政

桂

人

医

端

品

霞

自

欄

器

総

台

蓬

に
蹄
出
る
手
撒
料

襲

に
上
昌
靱
古
に
係
君
手
政
岬
画
’
閨

口
十
六
鶉

蘭
軸
が
行
う
法
鷺
十
…
条
切
二
境

一
項
の
胴

査

崔

里

け

よ

う

と

す

る

音

が
、

法

窮

七

十

八

条

第
一
一
項

田

規

定

ヒ

よ

Ｏ

櫨

相

１：

肺

由

な

け
れ

ぼ

な
昌

な

い
手

数

斜

切

獺

は
、

次

Φ

各

号
に

掲

庁

君

区

分
忙

応

じ
、

モ

れ

ぞ

抗

当

眩

告

号
忙

定

め
呂

疽

と
す

る
．

一

法

党

十

三

奈

踊

一

項

田

酢

可

に

つ

い

て

晒

獺

査

＾
次

号
に

掲
げ

昌

も

田

壱

隙

く
．
〕

イ

又

ほ

口

に

掲

げ

る
畔

司

晒

区
分

忙

応

じ
，

そ

れ

ぞ

拘

イ

又

は

回

忙

定

由
る
誼

イ

第

三

集

蜻

一

号

又

借

第

＝

号

ヒ

掴
げ

君

辞

可

で

あ
ｏ

て
．

実

地

切

咀
古

崔

悼

う

も

の

十

四

万

八

千
百
閂

口

塙

三

集

第
一

号

又
は

第
＝

号

に
掲

げ

呂
許

司

で

畠

ｏ■
て
．

填

地

切

脚
古

崔

伴
わ

な
い

も

切

十

一

万
千
五
百
円

＝

法

錆

十

三

集

蜻

一

項

の

畔

可

ヒ

つ

い

て

晒

調

査

＾
同

乗
蹄

六

項
面

畔

可

切

区
分

田

変

更

又

ほ

追

加

の

峠

可
に

つ

い

て

切

も

の

ヒ

眼

昌
．〕

イ

五

は

口

に

掲

げ

る
蛮

麩

叉

喧

迫

加

の

畔

司

切

区

分

に

応

じ
．

モ

れ

一ｔ
血

イ

更
ｕ
帖
口

に

定

あ

暑

拍

イ

龍

三

集

第

＝

項

鏑
一

号

又

硅

窮

＝
号

忙

掲

サ

看

許

可

の

区

分

の

蛮

！

互

は

迫

加

切

畔

可

で

畠

「

て
、

皇

地

の

”
古

崔
伴

う
も

の

九

万

七

千

四

百

円

口

第
’土
鼻
肚
用
＝

項

銅

一
昌
一
又

は

錆
一。一
号

ヒ
邊
蜆
π
る

酢

可

切

区

分

切

変

１

又

拮

迫

加

の

畔

可

で

畠

ｏ

て
、

集

地

の

醐

査

崔

伴

わ

な
い

も

切

五

万
五

千

三
百
円

一
三

法
抽
丁
丁
三

条
劫

三

現
の

酢

可
の

亘
漸

に

コ
い

て

切

咀

芒

イ

且
岨

口

忙

掲

げ

君
酢

司

切

更
斯

切

区

分

に

応

じ
．

モ

れ
ぞ

加

イ
又

は

口

に

定

由

る

竈

イ

第

回

条

寛

一

号

瓦

は

蜻

＝

号

に

邊

げ

る

肝

司

切

岨
新

で

畠

コ

て
、

臭

地

田

”

古

在

伴

う

も

の

九

万
七
千
四
百
円

ｐ

籔

四

集

第

一

号

又

は

第
一
一
号

に

掲

げ
君

許

可
晒

更

斬

で

由

コ

て
、

集

地

切

咀

古

崔
伴

わ

な

い

も

の

五

万
玉
千
三

百
円

呈

欄

柚

が

行

う

怯

第

十
三

条

の

三

蹄

三

項

に

お

い

て

嘩

用

す

号

法

第

士
一一
条

の

二

蜻

一

項

固

萌

壷

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

が
．

法

蝋

七

十

八

条

第

二

項

肥

規

定

に

よ

〇

一

髄

柏

に

納

曲

な

け

抗

ぱ

な

ら
な

い

手

鼓

料

切

韻

は
，

次

の

告

号

に

掲

げ

る

困

分

に

応

じ
，

モ

れ

ぞ

血

当

暇

各

号

に

定

坊

る

蛆

と
す

呂
．

一

法

第

十

三
条

切

三

鏑

一

項

肥

盟

定

に

つ

い

て

の

間

査

＾
茨

号
に

掴

げ

る

も

の

崔

除

く
．
〕

イ

又

喧

口

に

掲

け

竜

詔
定

切

区

分

に

芯

じ
、

そ
れ

ぞ

れ

イ

又

時

口

に

定

喧

る

帽

イ

第
五

粂
蛸
一
項
第

一
号
か
昌
窮
三

号
ま
で
に
掴

げ

る

昭

定

で

由

Ｏ

τ
，

由
１^
地

の

調

査

を

伴

う

も

の

十

三

万

三

千

三

百

円
に
，

当

該

胴

査

切

た

出

槻

柚

の

鴉

貝

＝

人

洲

出

壷

す

る

こ

と

と

し

た

堀

合

に

宅

け

呂

棚

制

が

定

由

る

と

こ

ろ

に

よ

ｏ

支

船

す

ぺ

昔
’」
と

と

な

る

旅

頸

の

韻

忙

相

当

す

る

獺

＾
以

下

『
棚

柚

咄

員

切

旅

昔

柏

当

噸
」

と

い

う
．
〕
壼

加

罪

し

た

獺

口

第
五
虫
第
一
項

第
一
号
か
畠
蜻
三

号
吉
で

に
掴

げ

る

哩

定

で

由

ｏ

て
，

夷

地

の

蘭

査

崔

伴

わ

な

い

も

の

玉

万
八

千

百

円

＝

湛

第

十

三

索

田

三

蹄

一

項

の

盟

定

に

コ

い

て

切

酬

査

｛
同

乗

第

三

項

に

曲

い

て

醐

み

裡

え

て

坤

用

す

る

曲

第

十

三

粂

鏑

六

項

切

認

定

の

医

分

切

変

更

又

は

適

加

の

翻

定
忙

コ

い

て

面

も

切

に

限

る
Ｊ

イ

又

は

口

に

掲

げ

昌

囲

定

晒

区

分

に

応

じ
、

モ

打
．モ

れ

イ

又

は

□

１こ

定

喧

る

由

イ

第
五

兼
捌
二

項
第
一
号
に
掴
げ

る
盟
定
の

区
分

晒

変

更

五

は

珀

加

切

認

定

で

あ

コ

て
、

虫

地

の

㎜

査

崔

伴

う

も

切

六

万

四

千

六

百

円

に

棋
…柵
哺

員

の

旅
畳
相
当
韻
崔
加
螂
し

走
晒

口

第

五
集

芭…
＝

項

蜻

一

号

ヒ

坦
艀

る
冊
咀
定

切

国

分

の

蛮

更

ヌ

ほ

迫

加

㊤

盟

定

で

歯

つ

τ
、

曲
＾
地

の

削

古

崔

伴

お

な
い

も

の

三

万
九

千

七

百

円

三

硅

蜻

十
一一
嚢

の
三

第

三

項

に

堵

い

て

串

用

す

る

法

角

±
一
棄

舗
三
項
切

調
定
④
更
新
に

コ
い
て

の
剛
置

イ

更

は

口

に

掲

け

る

咀
定

切

区

分

に

応

じ
，

そ
れ

ぞ

れ

イ

又

は

□

ヒ

定

由

る

相

イ

塊
六
巣

第
一
項
鏑
一
号

か
昌

箆
一
再

ま
で
に
掴

げ

る

盟
定

の

頁

新

で

あ

う

て
，

喪

地

耐

肌

査

崔

枠

う
も
碗

六

万
西

干
六
百
円
に
棚

榊
臓
員

晒
旅
豊

相
当
邊
症
加
寛
Ｌ

た
竈

口

笛
士
＾
楽
拍
…
一
一岨
鏑

’

号

か
－ｂ
苗…一’一
号
由^

で

に

掴

け

る

副

定

切

貝

新

■

竜

コ

て
一

典

地

田

訓

査

崔

伴

わ

な

い

も

の

三

万

九

千

七

百

円
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＾
捌
杣

に

よ

君

薯

杏

等

ヒ

係
昌

手

撒

捜

の

拍
リ

＾
十
七
彙

駕

が
行
う
法
第
十
国

朱
晒
一
一
割
一
項

＾
法

境
十
九
条

⑭
＝
第
五
項
及
ぴ
境
六

項
に
培
い
て
串
用
す

る

契

－
崔

含

む
Ｊ

の

書

古

を

受
け

よ

う

と

す

る

者

が
、

法
第
七
十
八
鼻
蛸
＝
項
固

規
定
に

よ
ｏ
邊
ｏ
に
輔
由
な

け

れ
ぱ

な

昌

な

い

手

敏
料

叩

ｏ

は
，

次

の

各

号

に

ｏ

げ

る

区

分

１＝

応

じ
、

そ

れ

ぞ

れ

当

戯

者

号

ヒ

定

め

看

獺

と

す

る
．

一

桂
携
十
四
集

第
一
項
采
は
第
十
九
朱
晒

＝
第
一

項

の

規
定

１＝
よ

る

承

囲

に

つ

い

て

の

暮

古

イ
ホ

昌

ホ

ま

て

に

掲
げ

る

触

哩

固

困

分

時

応

じ
，

モ

れ
ぞ

れ

イ

か
昌

ホ

ま
で

忙

走

曲

る

相

イ

医
藁
品
瞳
コ
い
て
の
景

聰

＾
ホ
虐

静

骨
疽

晒

壱
隙

く
．
〕

ω

か

呂

岨

ま

で

に

掲

け

岳

医

韮

品

田

国

分

に

応

じ
、

そ

れ

ぞ

れ

ω

か

筍

胴

崖

で

に
定

弛

る
掴
…

第
七
条
第
一
項
第
一

号
イ
…
に
掲
げ
君
医
蛇

品

で

畠

コ

て
、

鶉

少

崇

病

用

医

曲

品

で

な

い

芭

晒

九

百

八

十

四

万

千

玉

百

円

固

舘
七
条
第
一

項
第

一
号
イ

…
に
担
け
君
匿
藁

品

で

あ

ｏ

て
，

希

少

疾

病

用

匿

籔

品

で

あ

畳

も

の

八

亘

一
十
五
万
千
七
百

円

倒

第
七
粂
境

一
項
第
一．
与

イ
倒
に
珀
げ
る
匿
藁

品

で

あ

コ
て
，

帝

少

膜

病

用

匿

舶

品
で

な

｝
も

の

＝

百

四

十

六

万

四

千

円

固

第

七
室
塊

一
項
第
一
号
イ
働
に

担
げ
る
匪
軸

品

で

畠

コ

て
、

帝

少

疾

病

用

医

藁

品

で

由

る

も

田

＝

百
六

万

千

玉

百

円

錨
七
集
第

一
項
嬬
一
号
却
倒
に
拐
研
る
医
藁

品

四
百
六

十
九
万
九
千
円

第
七
免
第

一
項
第
一
号
イ
削
に
掲
げ
昌
医
萢

品

百
十
七

万
四
千
三
百
胃

第
七
鼻
境
一

項
覧

一
号
イ
㈲
に
掲
げ
昌
厘
籔

品

三
百
八
十
七

万
六
千
円

第
七
条
第
一
項
第

一
号
イ
冊
に
掲
げ
る
匿
珀

品

百

万

四

千

百

円

鴬
七
集
第
一
項
第

一
号
イ
例
又
は
個
ヒ
掲
げ

る

医

蛯

品

四
十

一

万

二

千

百

円
，

第
七
集
蜻
一
項
第

一
号
イ
倒
更
は
血咀
に
掲
げ

る

匪

誼

品

十

一

万

三

百

円

第
七
集
珀
一
項
覇
一

号
イ
…
に
邊
け
暑
体
外

誰
断
用
匡
舶
品

六

万
三
百
目

第
七
条
第
一
項
覇
一

号
イ
岨
に
掲
げ
君
体
外

睦
断
用
医
崇

品

二

十
八
万
＝
千
九
百
円

覚
七
条
第
一
項
第
一

骨
イ
岨
に
掲
げ
る
体
外

睦
断
用
匿
鐵
品

五

十
八
万
四
千
百
円

口

第
七

集

第
一

項
鈍

一

号

口

…

に

掲

げ

着

医
蜻

部

外

品

に

コ

い

て

田

君
固

＾
ホ

ヒ

把

げ

昌

も

固

荏

除

く
．
甘

六

万

三

千

五

百

円

ハ

化

粧

品

に

つ

い１
て
の

景

晦

高
ホ

ー二

掲

げ

昌

も

田

。
崔

除

く
Ｊ

六

万

三

千

五

百

円

二

匪

疵

伽

肥

に

つ

い

て

の

景
固

＾
ホ

ヒ

把

げ

る

も

の
崔
除
く
Ｊ

…
か
ら
㈲
ま
で
ヒ

掲
け
君
医

轟

盟

の

区

分

に

応

じ
，

モ

ｈ
ぞ

加

…
か

昌

倒

ま

で

１＝

走

由

る
む

…

賞
七
集
第
一
項
第
一
号
二
…
ヒ
掲
げ
る
匿
広

柳
器

三
百
七
万
七
千
円

固

第
七

曼
第
一
項
舘
一
号
二
固
ヒ

蕩

る
匡
邊

拍

器

二
十

八

万
←
一
千

九

百

円

－
■

固

拍

七

貞

覧

一

壇

蹄

一

号

二

刷

に
掘

げ

石
唾

庇

欄

器

百
十

六

万
四

千

三

百

円

ホ

既
忙

哩

迫

距
完

の

意

咀

崔

与

え

昌
れ

て
い

着

匡

蘂

品
，

厘
籔
郁
外

昂

化
粧
品
又
時
囲

藷

盟
＾
｝

昌

聰

噛

の

た

め
に

値

用
吉

れ

る

Ｅ

と

が

目

的
と

さ

れ

て

い

呂

も

切

崔

蛛

く
．
」
以

下

ホ

に

由

い

て

同

じ
，
－
と
名

称

田

専

崩
具

な

看
睡

軸

品
．

匿

蜷

部

外

品
、

化

粧

品

又
肚

匿
痂

櫨

器
に

コ

い

て

晒

籔

調

一一一
万

ヨ

千
』
ハ
画

円

＝

法
篇
十
西
集
皆
岬
九
項

＾
撞
鴉
十
九
晶
晒
＝
覚
五
項

に

由

い

て

｝

月

す

若

Ｏ
合

皇

含

曲
．〕
の

規

定

１＝

よ

昌

君

固

に

つ

い

て

切

害

査

イ

か
昌

二

ま

τ

に

掲

甘

昌

承

固

切

匡

分

忙

応

じ
，

そ
れ

ぞ

れ

イ

か

呂

二

皇

で

ヒ

定

珀

る

拍

イ

医

饒

品

に

つ

い

て

晒

承

咽

…

か

ら

㎜

ま

で

に

掲

げ

君

匿

藁

品

切

匡

分
に

応

じ
、

モ

ｈ

ぞ

血

山

か

昌

ｍ

由

で

に

定
出

昌
担

…

寛
七
奈
黄
一

項
螂
二

号
イ
…
「

岬

岨
工
胆

的
ヒ
邊
げ
君
匪
蘂
品

四

百
一
十
一
万
五
千
五

百
閂

倒

第
七
巣
第
一

項
覧
二

号
イ

哩

固

ω
又
直

ｍ

ヒ

掲

げ

呂

匿

理

品

百
正

万

七

手

四

百

円

㈹

第

七

条

第
一

項
鉗

二

号

イ
倒
、

側

又

硅

岨

忙

掲

げ

畳

匡

莚

品

一
一
十

万
玉

千

百

円

倒

覧
七
条
鷺
一

蠣
莇
二

号
イ
ω
又
は
㎝
１＝
掲
げ

君
医
鶉
品

一一
舌

四
十
＾
万
七
千
百
円

㈲

第
七
集
第
一

項
第
＝

号
イ
旧
又
は
㎜
ー二
掲
甘

畳

匿

齪

＾

八

十
七

万

五

千

六

百

円

倒

第
七
集
罵
一

塞

＝
号

イ
固
又
硅
岨
に
掲
げ

る
匿
藁
品

十
三
万
一
一
千
七
百
円

例

第
七
集
第
一

項
蛸
二

｛
イ
胴
に
掲
げ
る
匿
躯

品

五
万
六
千
四
百
円

倒

第

七

集

第
一

項
蜻

二

号
イ

血竈

に

担

げ

呂

体

外

瞳
断
用
医
螂
品

三
万

千
九
百
円

固

第
七

鼻

第

一

項
蜻
一
一
号

イ
固

忙

掲

げ

昌

体

外

彦

断
用
匿
蛯
品

十
四

万
三
千
吉
百
円

㎝

崩
七

集
鏑
一

項
舘
二

号
イ
㎜
ヒ
担
げ
る
体
外

髭

用
医
蘂
品

＝
十
九

万
五

千
八
百

円

口

第

七

粂

饒

一

項

寛
一
一
号

口

…
に

担
旺

畳

医
竈

部

外

品
に

つ

い

て
切

景

鵬

三

万
五

千
六

百

円

ハ

化
舳
皿
品

に

つ

い

ｔ

画

斌

固

一一一
万
売

千

六

酉
円

二

医
古

棚

器

に

つ

い

て

切

景

咽

ω

か
昌

冊
ヒ

把

げ
る

厘

嚢

器
固
区
分
ヒ

応
じ
、

モ
れ
モ
れ

…
か

昌

倒
ま

で

に

定

め

る

掴

…

篶
七
条
舘
一
項
鎗
一
骨
二
…
に
拍
げ

若
睡
疽

担
器

百
五
十
三
万
八
千
円

倒

舖
牝
康

第
一

項
籔

＝
号
二
固
忙
掲
げ

る
踵
痕

櫨

器
一
一
十

四

方

三

千

五

百

円

、

一
．

川
沽

倒

鶯
七
集
第
一

項
螂
一
号
二
固
ヒ
担
け

る
医
邊

櫨

器

五

十

＾

万
四

千

百

円

棚
杣
が
行
う

桂
笥
十

四
条
の
二
免
一
項

＾
法
第
⊥
丁
冗

条

の

＝

籔

五

項

及
ぴ

第

六
項

に

お

い

て

革

用

す

呂
－
且
口

荏

含

血
．
〕
の

黎

右

の
う

ち
ｉ

面

ヒ

よ

る

眈
査

＾
法

舘
十

四
鼻

弟

六

項

価

規
走

に

よ
る

眈
査

由

除

く
、
〕
由

曼

け

よ

う
と

す

昌

者

が
．

撞
第

七
十

八

楽
鏑
一
一
項
の

規

定

ヒ

よ

○

樹
■

に

納

由

世

け
れ

ば

苗

昌

な
い

手

政

岬

田

韻

硅
、

次
の

各
号
忙

静

呂
区
分
ヒ
応
じ
、

モ
れ
｛
れ
当

噛
各

号
に

定

苗

畳

重

す

る
．

一

蓄

十
囲
免
第
一

項
又
は

第
十
九

集

望

猛
川
一■
項

晒

規

定

１＝

よ

畳

承

囲

に

つ
い

て

の

㎜

査

イ

か
昌

ヲ

崖

で

に

邊

げ

昌

厘
韮

品

又
肚

匿

憲

側

器

切

区

分

に
忠

じ
、

そ
れ

｛

れ

イ

か

昌

ヲ

虫

で
１＝
定

め
る

祖

イ

覧
七
集
篇
一
珂
第
一
号

イ
…
忙

掲
げ
る

医
郎
品

で

あ

ｏ

て
、

希

少

痕

荊

用

厘

藁

品

で
世

い

も

の

六

画
五
十
五
万
九
千
六
百
円

口

第

七

魚

鏑

一

項

第

一

号

イ

ω
に

掲
げ

る

医
賞

品

二ホヘトチ
で

あ

コ

て
、

帝

少

衷

痂

用

医

鶉

品

で
あ

る

も

肥

三

百
＝
十
八
万
六
千
円

第
七
条
蜻
一
項
第
一
号
イ
倒
に

掲
げ
る

医
藁
品

で

あ

コ

て
、

希

少

摸

｝

月

医

萌

＾

で
担

い

も

晒

百

六

十

三

万

九

千

八

百

円

「
■

第
七
条
塙
一
羽
第
一
｛
イ
固
忙

掲
け

谷
雷
螂
品

で

轟
コ
ｔ
、

帝

少

叢

鴉

月

医

萢

品

て

あ
畳

も
晒

八
十
一
万
八
千
百
円

加
七
彙
第
一
孤
籔
一
〇
イ
倒
忙

掲
け
る

唾
軸

品

＝
百
四
十
六
万
三
千
＝
百
円

第
七
集
第
一

蓋

一
号
イ
固
に

把
げ
る

匪
藁
品

六
十
一
万
五
手
充
百
円

第

七

集

鏑

一

項

第

一

号

イ

伺
に

掲
げ

る

医
珀

品

百
一
一
十

三

万

＝

千

五

百

円

境
七
貞
鏑
一
珀
第
一
号
イ
冊
に

掲
げ
る

屋
齪
品

三
十
一
万
百
円

リ

第

七
条
第
一
項
鏑

一
丹
イ
ｍ
更
帖

固
に
掴
げ
る

医
蜻

品

＝

十
一

万
四
千
円

ヌ

龍

七
集
第
一
項
蹄
一
号
二

ω
ヒ

掲
げ
る
医

敦
棚

器

穴
十
六

万
屈
千
五
百

円

ル

第

七
楽
第
一
項
第
一
号
二

固
に
掲
げ
る

医
痂
槻

器

六
万
八
千
五
百
円

ヲ

第

七

集

第

一

項

鏑

一

号

二

倒
忙

掲

げ

昌

医

痴

欄

器

六

万
八
千
症

百

円

＝

法
鹿
十
四
魚
第
九
項

＾
法
第

十
九
条
田
二
第

五
項

に

由

い

て

準

用

す

召

堀

合
崔

含

む
、
〕
切

規
定

仁

よ

る

承

幌

に

つ

い

て

価

㎜
症

イ

か

邑

リ

虫

で

に

掴

げ

石

医

藁

品

又
は

医

癖

榊
器

晒

区

分

忙

応

じ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

か

昌

ｕ

ま

τ

忙

走

出

る

碩

、
／

甜

廿
梨

窮
→

項
第
二
号
イ
…
ｉ

ｍ

又
ば

㈹
忙
掲

け

呂

医
典

品

＝

百

四

十

六

万
三

千

＝

百

円

口

第
七
集
第

一
項
第

＝
号
イ

固

倒

ヌ
は
㎝
に
掴

け
る

医
齪
品

六
十
一
万
五

千
九

百
円

ハ

第

七
条

第

一

項

簾
一
一
号

イ

冊
，

側

又

は

岨

に

掲

げ

看

医
藁

品

十

二

万

七

百

円

二

第

七
棄
第

一
項
第
二
号
イ

固
又
は
皿
に
掲
げ

る

医
藁

品

百
＝
十
三
万
＝
千
五

百
円

ホ

歯
…
七
粂

第

一

項

第

二

骨

イ

固

又

胞

皿

に

拒

げ

呂

医
蜻

品
。一
三

十

一

万

百

円

へ

第
七
巣
第
一
項
第
二
号
イ

倒
又
は
岨
に
掲
げ

右

－

匪

藩

聖

…
丁
万
九
千

八
百

円

ト

第

七

条

踊

一

項

第

二

号

二

…

に

掘

げ

る

医
宙

欄

器

六

十

六

万

四

千

五

百

円

チ

第

七

粂

鏑

一

項

第

二

号

二

固

に

拒

げ

君

医
歯

柚

器

三
万
七
千
百
円

リ

第

七

条

第

一

項

笛

＝

号
一
一
倒

に

掲

げ

る

唾
症

欄

器

三
万
七
千
菅
円

呂

欄
榊
胡
行
う
監
第
十
西
条

の
＝

第
一
項

｛
法
鏑
十

九

条

晒

二

鏑

五

項

政

ぴ

鏑

六

項
ー二
お

い

て

耶

用

す

る

壇

合

崔

含

む
．
ｕ
の

閉

査

垣

う

ち

史

地

切

睨

査

＾
桂

掬

十

四

粂

第

六

項

の

規

定

に

よ

る

餌

査

を
臨

く
Ｊ

崔

受

吋

よ

う

と

す

る

者

が
，

法

弟

七

十

八

集
第

＝

項

の

規

定

忙

よ
ｏ

拙

梢

に

納

め

な

け

れ

ぼ

な

昔

な
い

手

散

料

晒

舘

は
、

次

の

各

号

に
掲

げ

る

区

分

に

応

じ
、

そ

れ

ぞ

血

当

骸

各

号

忙

定

φ

昌

頷

と

す

る
．

一

匿
舷
品
又
ほ

医
熟
榊

器
切

虫
全
性
に
開
す

る
掛

臨

由…^
晒
邊

晒
由
世
皿
の
仙
苗
軸
丁
に
屈
…
る

醐

査

イ

又

は

口

に

掲

け

呂

朋

壷

の

区
分

忙

応

じ
，

そ

れ

ぞ

加

イ

又

時

ロ

ー＝

定

め

呂

舶

イ

当

骸

賦

噛

苗

葉

施

し

た
施

股

洲

固

内

忙

畠

る

堀

合
の
醐
査

＝
百
六

互

一
千
四
百
円

口

当
舷
畦
戌
荏
実
施

し
た
施

盟
が
海
外
に

あ
る
堀

台
晒
醐
査

二
百
二

十
八
万
＝
千
六
百

円
ヒ

槻
榊

醐

員

肥

旅

出

崔

加

算

し

た

額



号外第 ６９ 号水曜日平成 １７ 年 ３月 ３０ 日７２

二

匿

藁

品

晒

囲

床

直

岨

の

尭

施

切
’

纐

に

係

る

”

査

イ

か
“
ｏ
へ

申
＾
で

ヒ

掲

岬
”
る

旧

古

匝

区

分

忙

応

じ
、

モ

れ
一
ｆ
れ

イ

か

筍

へ
由^

で

に

定

由

る

邊

イ

第

七

集

第

一

項

第
．一

号

イ

…
｝

固

更
は

㈲
ヒ

担

げ

る

医

麩

品

に

つ

い
て

切

旧

古

＾
当

映

武

聰

壱
集

茄

し

た

施

瞠

が

国

内
ヒ

あ

暑

ｏ

合

忙

限

畳
．
〕

二

百
七
十
二
万
三
千
＝

百
円

口

第

七

崇

第

一

現

館

一

号

イ

…
、

倒

又

喧

㈲

に

田

げ

召

匪

齪

品

に

つ

い

τ

晒

胴

査
．
＾
当

武

賦

饒

崔

貞

施

し

た

施

股

朋

握

外

に

由

昔

刮
合

ヒ

唖

る
．
〕

三

百
一

万
千
九
百
円
に
欄
欄

醐
員
の
旅
野
相
当
獺
崔

加
螂
し

た
竈

ハ

第

七

集

窟

一」
項

第

一

号

イ
倒
、

凹

又
は

倒
ヒ

掲

げ

る

匿

鶉

品

忙

コ

い

て

の

眈

査

＾
当

破

嵐

與

崔
籔

施

し

た

施

股

が

国

内

に

畠

昌

Ｏ

台

に

限

呂

Ｊ

七

十
二
万
八
百
円

一
一

篇
七

条
踊
一

項
第
一

号
イ

岡

四
又
は
倒
忙
掲

げ

る

匿

崇

品

１：

コ
い

て

固

胴
査

＾
当

破

武

饒

崔

貞

施

し

た

施

囲

胡

油

外

１＝

畠

呂

Ｏ

合

に

阻

昌
、
〕

七

十

玉

万

千

八

百

円

忙

欄

杣

醐

＾

切

旅

臼

相

当

竈

壱

加
郭
し

た
祖

赤

鏑

七

集

第

一

項

第

一

号

イ

冊

又
は

倒

忙

把

げ

る

医

萸

品

に

つ

い

τ

の

醐

査

＾
当

瞠

武

饒

岩
集

施

じ

た

施

股

卸

圃

内

に

苗
暑

幻

台

に

眼

る
Ｊ

六

十

四

万
五
千
＝
百
円

へ

第

七

条

第

一

項

第

一

号

イ
帥

又

は

倒

に

把

庁

る

医
韮

品

に

コ

い

て

の

岬

古

＾
当

瞳

哺

噛

崔

貞

抽

し

た

茄

融

が
油

外

忙

畠

る

靱

台

に

眼

る
、
〕

九

十

五

万
＝
百

円
に
櫨

梢
胴
＾
の
旅
簑

相
当
帽

を
加
ｏ

し

止

獺

三

医

疽

槻

器

の

臨

庶

畦

喰

田

史

施

の

基

串

に

係

る

胴

査

イ

更

は

口

忙

掲
げ

る

”

症

切

区

分

忙

応

じ
，

を

れ

｛

れ

イ

又

喧

□

１＝

定

め

昌

竈

イ

当
岐
畦
励

崔
実
施
し
た
加

醍
崩
国
内

忙
由
る

幻

合
の
”
査

六

十
三
万
五
千
三

百
円

口

当

眩

嵐

腕

崔

臭
施

し

た

施

囲

訓

湖

外

忙

畠

る

邊

合
切
醐
査

九
十
一

万
八
千
四
百
円
に
櫨
柵
田
■

の
旅
寅
柏
当
拍
皇
加
螂

し
た
韻

柚
杣

洲
法
第
十
四
尭

望
一
艶
一
項

＾
畦
鏑
十
九
集
の

二

第

玉

項

及
ぴ

鏑

六

項

に

畠

い

て

叩

用
す

呂

ｏ

合

崔

台

む．
嚢

蕃
葛
華

塞

套
塞

第

九

項

に

由

い

τ

申
用

す

岩

竈

合

を

含

ｏ
、－
切

規

定

ヒ

よ

る

胴
査

崔

聖

け

よ

う
と

す

｛

者

が
、

桂

竈

七

十

八

集

第
＝

項
田

規
定
に
ま
ｏ
棚
杣
喧
舖

曲
な
吋
れ
ぱ
な

墓

い

手

鐵

牌

固
制

暗
，
次

切

各
ｏ

吃

揖

け

る

区

分

忙

応

じ
，

モ

れ

ぞ

釦

当
暇

告

号
ヒ

定

め

君

甑

と

す

宕
．

＝ 一

法

華

四
集
鷺

；

碧
Ｌ
く

は
篇
九

■

一
達
＾
十

九

集

画

＝

昂

豆

項

ヒ

畠

い

τ

串

用

す

邑

幻

合

崔

含

山
Ｊ

又

肚

法

第

十

九
集

切
＝

第

一

項

切

規

症

に

よ

昌

屋

藁

品
，

医

竈

都

外

品

又
は

屋

＾

把

器

画

君

晒

崔

量

け

よ

う

と
す

る

と

盲
の

旧
‘

｛
次

骨

忙

把

げ

る

も

田

を

除

く

Ｊ

イ

か

昌

二

由

で

に

把

げ

昌

区

分

忙

応

ｕ
、

モ

れ

ぞ

抗

イ
か

昌

二
自

で

ヒ

定

め

畳

蠣

イ

令

蛯

＾

十

集

第

＝

項
籔

七

号

イ

か

昌

ハ

ま

で
，

ホ
又
は
へ
に
邊
π
呂
匪

蔓

は
瞳

養

器

…

回
内

に

畠

る

型

拍

所

肩

つ

い
て

田

㎜
‘

六

十
扶
万
六
千
百
円

固

外

目

に

畠

君
蜆

迫

所
に

つ
い

て

晒

眈

査

＾

十
四
万
四
千
四
百
円

口

令

第

＾
十

集
蛯

＝

咀
第

七

号

ニ

ヒ

掴

げ

呂

医

籔

品
又

肚
医

豪
”
寵

…

国
内

忙

畠
昌

與

遣
所

に

つ

い

て

の

嗣

査

七

十
三

万
九

千
八
百
円

働

外

国

ヒ

あ

呂

哩

追

所

ヒ

コ
い

て
田

”
古

九

十
三
万
三
手

吾

円

ハ

型

追

工

担

忙

由

い

τ
籔

菌
昔

れ

た

医
籔

品

｛
イ

又

は

口

に

拍

げ

昔

匿

黎

品

畠
除

く

Ｊ
、

医

籔

部

外

品

ヌ

は

睡

饒

樹

器

＾
イ
エ

肚

回

忙

邊

げ

る

匪

｝

棚

器
壱
除
く
Ｊ

．

ω

国
内

に

あ
看

埋

造
所

に

つ

い

屯

の
血

章

＝

十

万
千
一一一
百
円

倒

外

国

ヒ

あ

る

黎

遣

所

に

コ
い

τ
晒

咀
査

二

十

二

万

九

千

八

百

円

．

ニ

イ

か

昌

＾

由

で

忙

邊
げ

も

医
萢

品
．

医

蜷

部

外

品

又

は

園

｝

棚

器

以

外
固

屋
麩

品
，

匡

軸

部

外

品

又
は
匿
竈

欄
器

…

国
内

に

畠
君

理

拮

所

忙

つ

い

τ

晒

睨

杢

十

四

万
千

＝

百

円

－

働

外

回

に

あ

君

與

追

所

忙

つ
い

τ
晒

眈

査

十

五
万
正
千
四
百
円

桂

弗

十

四

集

第
一．
項
若

し

く
は

塙

九

項

＾
桂

黄

十

九

東

の

＝

第

五

項
忙

由

い

て

｝

用

す

昌

珊

合

壱

含

む
。
〕
又
肚

怯

鴛

十

九

集

空

一
塙

一

巧

田
規

定

に
よ

る

匿
鶉

品
■

国
瞠
部
外
畠
又
は
屋

套

男
切
恵

稻
差
曼

吋

よ

う

と

す

着

と

盲

晒

”
古

一
睡
竈

品
、

屋

崇

部

外

品

又

は

匿
■

額

器

切

蠣

造

工

椙

の
う

ち

包

些
．

哀

示

若
し

く

胆

保

竹

の
み

忙

コ
い

て
行

う

も

切

に

眼

着
Ｊ

イ

又

暗
口

に
把

げ

る
区

分

に

応

じ
，

モ

れ

ぞ

れ

イ

冥
は

ロ

ヒ

定

由

昌

竈

イ

国

内

に

由

る

蜆

造

所

旧

つ

い

て

画

ｏ

査

六

万

三
手
＾
百

円

口

外

国

１＝

あ

る

虫

造

所

忙

つ
い

て

の

皿

査

八

万

四
千
八
百
円

三

怯

第

十

四
集

鷺

六

項
の

政
令

で

定

め

る

期

問

崔

幅

辺

す

石
一
」
と

晒

匪

挑

晶
，

曙
藁

部

外

品

又

は

匪

疽

側

聖

１＝

つ
い

て

の

嗣

古

イ

か

昌

二

圭

で

１＝

掲

け

る

区

分

ヒ

応

ｕ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

か

島
一一
ま

で

に

走

出

昌

竈

イ

第

一

号

イ

に

珂

げ

る

匪

弗

品

又

は

匡

誼

軸

拐

皿

国

内

忙

あ

る

蜆

造

所

に

つ

い

て

切

凹

査

四

十

三

万

六

千

円

に
、

三

万

五

百

円

に

聖
傲

咀

査

ヒ

悌

君

品

目

撒

岩

泉

じ

て

得

た
拍

崔

加
巧

し

た

邊
㈲

外

国
忙

あ
呂

囲

追
所

に

つ
い

て

伽

胴
古
－

正

十

五

万
囮

千
＝

百

円
忙
、

…

万
五

百
町

に

当

瞳

咀

症
忙

保

巷

品

目

註
崔

乗

じ

て

得

た

由

珪

加

算

し

た
獺

□

第

一

号

ハ

に

掲

げ

る

国

珀

品
、

医

蜻

部

州

品

又

は
匡
疽
欄
埋

○

国

内
に

あ

呂
哩

邊

所

に

コ

い

て

㊧

弧
査

三

十

＾

万

円

に
，
、
一

万
一
一
千

四

百

円
ヒ

当

蔽

肥
査

ヒ

価

る

品

目
敷

崔

乗
じ

て

祖

た
頓

崔
加

算

し

た

剖
側

外

国
忙

畠

君

理

措

所

忙

コ
い

て

の

凧

査

四

十

＾
万

円

に
、

一

互

一
千

四

百

円

に

当

眩

胴

古

一

に

保

壱

品

目

罰

莚

乗

じ

て

得

た

頷

崔

加

㌘

し

た

岨

一
蛸

一

骨
ヒ

に

掲

甘

る

踵
藁

昂
．

垣

黎
部

外

偶

仮

ほ
霞

露

！

…
…

国
内

忙

畠
君

黎

迫
所

に

つ
い

て

切

朋
査

三

。

十

三

万
六

千
五

百

円
に
．

九

千

六

百

円

に

当

瞳

”
査

忙

係

昌

品

目

鼓

崔

鶉

じ

て

柵

た

邊

荏

加

ｏ

し

だ
鋏

，
働

外

国

忙

畠

君

聖

追

所

に

つ

い

て

の

調
査

四

十

万
九

千

四

百

円

に
、

九

千

六

百

円
ヒ

当

岐

嗣

査

に

蹄

昌

品

目
鼓

是

泉
じ

て
得

た

掴

皇
加

螂

し

た
竈

＝

前

号
忙

掲

け

る

固

右

田

弗

崇

と

な

る

医

蜻

湘
、

厘
鐵
部
外
品

ヌ
は
医
｝
杷
器

“

㎝

国
内

忙

由

る

黎

追

所

忙

つ

い

て

晒

晒

疵

；

十

正

万

八

千

五

百

円

忙
、

六

千

七

百

円

に

当
眩

○

杏

忙

偏

呂

品

目

嵐

崔

乗

じ

て

得

た
ｏ

崔
加

鼻

Ｌ

た

蛆

㈲

外

国

忙

畠
昌

黎
追

所

忙

つ
い

て
の

調

査

三

十

三

万

八

千
百

円
忙
、

六

干
七

百
円

に

当

眩

頸

査
忙

保

局

品

目

鼓

左

鶉

じ

て

得

た

抱

を

加

口

し

た
帽

前

羽

に

掃

定

す

る

岩

が

厘
賞

品
．

匡

軸
部

外

品
昔

し

く
は
屋
蠣
棚
蜴
の
固
與
枇
査
又
ほ
医

覆

寵
喧
股
叶
且

ぴ

咀

兜

崔

型
追

所

以
外

晒
施

胆

＾
以
下
－
」
晒

項

及
ぴ

次

項

に
出

い

て

「
施

盤

と

い

う
．
一
に

由

い

て

行

口
走

ｏ

合

＾
他
喧

委

畦

し

て

行

ｏ

た

望

□
在

含

む
．
〕
に

由

け
昌

伺

項
に

規

定

す

る

者

忙

佛

る

桂

第

七
十

八

楽
第

＝

現
の

政

令

で

定

曲

る

手

蝦

料

晒
曲

は
、

前

項

の

蜆

定

に

か

か

わ
、ｂ
ず
、

同

項

に

定

曲

る

獺

に
，

次

の

各

局

に

掲

け
る

区
分

忙

応

じ
、

そ

加

ぞ

抗

当

睦

告

号

に

定

肥

昌

舘

崔

加

算

し

た

韻

と
す

る
．

一

法

鏑
十

回

条

蹄
一

項

若

し

く

は

鞘

九

項

＾
法
錨

十

九

条

切

＝

第

正

項

に

由

い

て

鞘

用

す

る

壇

合

崔

含

む

Ｊ

更
は

桂

鏑

十

九

条

里

一
賄

一

項

晒

規

定

忙

よ

る

屋

軸

品
，

屋

典

部

外

品

又

は

医

傲

欄

盟

田

承

昭

崔

受

け

ば

う

と

す

る

と

宕

晒

睨
査

イ

又

は

口

に

掲
げ

る

区

分

忙

応

じ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

又

は

口

に

定

出

る

額

イ

国

内

忙

由

る

施

胆

に

コ

い

て

⑭

眈
査

六

万

三

千
八
百
円

ｏ
、

外

国

忙

あ

る

施

股

忙

つ

い

て

の

覗

査

八

万

四

千
八

百
円

＝

法
鏑
十

四
条
第

六
項
の
政
命
で
定

め
る
期

問
崔
幅

過

す

昌

ご

と

の

厘

藁

品
，

医

珀

部

外

品

又

は

医
痴

棚

器

に

コ

い

て

の

咀

査

イ

又

は

口

に

掴
げ

る

区
分

に

応

じ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ
又

ほ

口

に

定

曲

る

舘

イ

国
内

忙

由

有

加

醍

に

つ

い

τ

切

咀
査

＝

十

五

万

八

千

五

百

円

に
，

六

千

七

百

円

に

当

岐

㎜

壷

に

係
る
品

目
鼓

崔
架
じ
て
得

た
額

由
加
算
し

た
獺

口

外

圃

に

由

る

加

醒
忙

つ

い

て

晒

冊

査

三

十
三

万

八

千

百
円

に
、

六

千

七

百

円

に

当

眩

醐

査

１：
踊

る

品

目

按

崔

栗

じ

て

得

た

組

左

加

算

し

た

甑

前
一

蜀

旺

規

定

す

岩

者

に

悌

君
，」
れ

ら

の

規

定

に

規

定

す

る

㎜

症

１＝

つ

昔

片

棚

榊

が
、

当

瞳

胴
査

壱

行

う

た

出
、

当

破

噸

＾

吉
、

外

国

１＝

あ

る

理

造

所

叉

は

施

股

の

所

在

地
忙

出

張

吉

せ

君

泌

蔓

が

畠

石

と

囲

め

る

蜴

台

ヒ

培

け

昌

こ
加

呂

の

蜆

定

に

規

定

す

る

者

に

係

る
畦

鏑

七

十

＾

条

第
＝

項
田

政

令

で

定

め

る

手

散

料

の

韻

は
、

前

＝

項

晒

掘

定

に

か

か

わ

ら
ず
、

こ

れ

芭

肥
規

定

忙

定

田

る

額

忙
一

醐

梢

醐

＾

の
旅

賞

相

当

獺

崖
加

算

し

た

韻

と

す

る
。

＝

槻
摘
加
楡
伽

毘

十
条
婁
一
項
ｋ

蹴

π
軸
用
す

る
桂
噛
叶
昼
茱
切
＝
弟
一
項
切
調
描
由
到
け
占
う
と
す

㍑
鯛
臨
鰯
鰍
鰯
｝
鯛
蝪
雛
紡
鵠

は

第
四
項
政
ぴ
鏑
五
項
の
規
定

＾
国
内
に

由
る
靱
遭

所

に

つ

い

て

切

両

査

ヒ

傲

る

部

扮

に

眼

渇
．
〕

崔

坤

用

す

る
．

｝」
の

む

合
忙

由

い

κ
、

鋪

四

項

踊

一

号

及
ぴ

舘

＝

丹
並
榊
忙

第
五
坂

第
一Ｈ
母

中

『
法
鋪
十

四
素
舗
一

項
若

し

く
ば
第

九

弔

嚢

丁
九
索
の
二
鋪

五
項
に
拍
い

て

嘩
用
す
君
岨
合
畠

宙
Ｏ
Ｊ

又
ほ
法
第
十
九

楽

の
＝
第

一

蠣
の
規
定

婁

巷

匿
瑞
品
、

霞
黎
部
外

品
又
喧
睡

辣
槻

器

の

承

胴

由

量

け

よ

う

と

す

昌

と

吉

切

㎜
査
」

と

あ

る

晒

は

『
法
第
八
十
果
鈍
一

項
の
理
造
を

し
よ

う
と
す
着

と

告

切

雇

籔

品
ｎ
医

理

部

外

品

又

岨

医

曲

棚

囲

の

胴

査
」

と
，

第

四

項
第

三

号

及
ぴ

鏑

五

項

第

＝

号

中

『
桂
舘

十

四

窒

聖
＾
項
」

と

あ
る
晒
は

『
法

蜻
八
十
茱
第
一

項
」

と

醐

み

書

え

る

も

の
と

す

る
．



８２号外第 ６９ 号幸水曜日平威 １７ 年 ３ 月 ３０ 日

樹
把
が
行
う
法

第
十

西
集
固
五
第
一
項

＾
法
珀
十
九

条

固

四

に

畠

い

て

串

月

す

る

窒

口
崔

含

む
．
〕
に

畠

い

て

串

用

す

る

法

第

十

四

集

の

＝

蜻

一

項

田

拍

眈

崔
豊

け

よ

う

と

す

る

者

が
，

法

覧

七

十

八

崇

第

＝

項

の

規
定

に

よ

り

捌

竈

に

制

め

な

け

れ

ぼ

な

昌

な

い

手

徴

料

切
拍

は
，

次

切

告

号

に

掲

げ

呂

匿

分

に

応

じ
、

モ
れ

ぞ

れ

当

傲

各

号

ヒ

定

田

る

邊

と

す

壱
，

匡

聰

品

忙

つ

い

て

価

珀

咀

イ

又

は

口

に

邊

げ

昌

医

薬

品

の

区

分

に

応

Ｕ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

エ

は

口

に

定

由
る
萬

イ

龍
九
粂
第
一

現
篇

一
号
イ
に
掲
げ

る
屋
藁

品

八
十

万
六
千

六
百
目

口

曲
…
九

集

第

一

正
控
蝸
一

号

口

に

担
π

君

医
部

品

＝
十

七
万
千
五
百
円

二

医

自

櫨

器
に

コ

い

τ

価

拍

醒

イ

更

は

ロ
ヒ

掲

庁

る

医
籔

軸

田

の

区

分

に

応

じ
、

モ

れ
ぞ

れ

イ

更

ほ

口

に

定

由

る

稻

イ

第

九
集
第
一
項
第

二
骨
イ
忙
掴
げ
る
医
籔

槻
器

五
十
万
＝

千
六
百

円

口

第

九

集

第

一

項

第

＝

号

□

に

掴

げ

る

医

籔

棚

器

五

万
千
六

百
円

鰭

が

行
う
法

第
十
・
四
条
の
五
第
一
項

＾
法
舘

十
九

粂

切

四

に

培
い

て

串

用

す

看

ｏ

合

崔

含

曲
．
〕
ヒ

由

い

τ

串

用
す

君

怯

第

十

四

免

切

二

第

一

羽

肥

旧

査

を

聖

け

よ

う

と

す

君

者

が
、。

法
鋼

七

十

八

菓

第
一
一
項

の

規

定

に

よ

り

拙

榊

に

納

出

な

吋

れ

ほ

な

昌

な

い

手

敏

料

田

蠣

ほ
、

次

切

各

号

忙

掲

げ

る

匡

分

に

応

じ
、

モ

抗

ぞ

加

当

破

各

号

忙

定

め

君

額

と

す

る
．

一

■

面

に

よ

る

胴
査

■

イ

か
昌

ハ

ま

τ

忙

程

る

区

分
ヒ

応

じ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

か
昌

ハ

ま

で

ヒ

定

め

る

頓

イ

第

九

条

蹄

一

項

第

一

号

イ

に

掲
げ

る

屋

韮

品

二
百
六
十
七

互
ヨ
千

七
百
円

口

第

九

集
邊
川
一

項

第

一

月一
口

に

担

口
昌
旧
国
崇

品

八
十
九
万
＝

千
百
円

ハ

匿
疵
櫨
器

六
十

二
万
四
千
六
百
目

二

裳

地

の

蘭

古

イ

又

は

口

に

担

げ

君

ｏ
古

晒

臣
分

１＝

応

じ
、

モ

れ

ぞ

れ

イ

五

は

口

に

走

喧

君

田

イ

匿
鐵
品
又

時
届

養

器
の
安
全
性
に
関
す
る
非

由

床

嵐

政

固

崇

施

固

讐

｝

に

保

る

皿

芒

…

又
は

吻

に

掲
庁

筍

呵
査

切

区

分

に

応

口
、

モ
れ

ぞ

れ

…

又

は

倒

に

定

め

君
靱

…

当
眩
武

政
壱
実
茄
し
た
加
股
が

国
内
に

苗
る

○

台

晒

調

杏

＝

百

六

万

二

千

四

百

円

ω

当
噛
試

饒
崔
実
抽
し
た
施
股
胡
油
外
に

あ
る

○

合

の

”
査

二

百

＝

十

八

万

＝

千
六

百

円
忙

拙

拙

刷

口

切
旅

讐

相

当

疽

産

加

箏

し

た

竈

ロ

イ

忙

邊

げ

呂

鵯

古

以

外

切

■
杏

㎝
か

昌

㈲

ま

で

に

担

げ

る

囚

査

切

区

掛

１＝

志

じ
、

｛

筆

れ

…

か
后

㈲

自
ｔ

に

定

喧

君

蠣

…

錆

九

朱
第

一
項

萬

一

号

イ

臣

掲

げ

昌

医

藁

品

１＝

コ

い

て

切

眈
珪

＾
当

曲

”

査

の

射

衰
と

な

呂

施

眼

が

国

内

忙

あ
る

幻

合

ヒ

限

る
．
〕

＝

百

十

九
万
三
千
三
百
円

倒

第

九

条

第

一

項

鴉

一

号
イ

に

担

げ

呂

医

藁

品

に

コ

い

て

の

ｏ

古

＾
当
苗

蠣
右

固

謝

皇

と

な

る

施

股

が
掩

外

に

畠

る

幻

台
に

嘔
る

Ｊ

＝

百

四

十
万
九
千
六
百
円
に
柵

聾

＾
晒
旅
讐
相
当
｝

崔

加

＾

し

た

拍

■
－
■
■

－

１

－

倒

第

九
鼻
第
一

現
鴉
一
号
ロ
ヒ
掲
げ
后
医
竈

品

ヒ

コ

い

τ
晒

固
古

＾
当

破

田

杏

切
対

負
と

な

る

施

岨

が

国
内

に
畠

呂

切

合

に

限

る
Ｊ

七

十

五

万
＝
千
六
百
円

凹

第
九
条
第
一
現
第
一
号
口
に
掲
け
届
医
藁

品

に
コ
い
て
の
咀
古

｛
当

震

古
固
蛸
＾
と
な
る

抽

股

が

油

外

ヒ

畠

昔

蟷
合

１＝

咀
る
．〕

七

十

七

万
＝

千
三
百

円
に

櫨

擾
皿
口
晒
旅
讐
相
当
頓
壱

加
貫
し
た
由

㈲

第

九
集
覧
一
項
第
＝
号
イ
に
把
げ
呂
医
痂
槻

器
に

つ

い
て

切

蠣
古

＾
当

政

眈
古

の

対
自

と

な

る
抽

唖

が

国

内
に

あ

る

Ｏ

台

に

阻

る
Ｊ

六

十

一
万
七
百
円

倒

塙

九

塞
珊
一
項
第
二
号
イ
ー＝
掲
げ

る
医
鶉
棚

器
忙

つ

い

て

の

旧
査

＾
当

破

嗣

査

切

拙
虫

と

芭

る
施

股

が

掴

外
に

あ

る
拐

合

に

咀

呂
Ｊ

九

十

四
万
九
千
円
に
棚

邊

■
晒
旅
＾
相
当
帽
由

加

螂
し
た
邊

附

㎜

＾
施

行

期

目
〕

竈
一
鶉

こ
の
政
令
喧
、

彗

撞
及
む
操
血
及
ぴ
哉
血
由

つ

せ

ん

崇

萌

蹄
桂

切

一

部

崔

故
玉

す

る

硅

偉

＾
平

成

十

四

年

睦

律
用

九

十

六

号
〕

の

施
行

の

日

＾
平

戚

十

七

年

四

月

一

目
〕

か

呂

施

行

す

昌
．

た
定

し
．

次

集

切

規

定

は
，

公
布

の

目
か

昌

施

行

す

る
。

＾
僅

辺
措
■
〕

’
一
一
果

萎

法
及
が

操
血
及
ぴ
供
血

あ
つ
せ
ん
崇
聰
肺

法

㊧

一

部

壱

故

正

す

君

法

律

晒

施
行

に
伴

う

出
係

政

申

の
座
＾
に
田
す
る
或
令

膏
士
㎜
十
玉

午
政
命
賞
玉
百
三

十

豆

号
〕

附

則

第

九

条

旧

規

走

に
よ

り
、

Ｅ

田

政

令

の

茄
行

切
目
前
屹

彗

法
及
ぴ
撰
血
及
ぴ
供
血
畠
つ
甘
ん

鶉

軸

蹄

桂

晒

一

部

崔

訣

正

す

る

抽
拉

賃

＝
集

の
規

定

に

よ

君

故
正

償

の

鶉
，

撞

＾
靱

下

「
新

法
」

と

い

う
Ｊ

第

十
一
一
条
舘

一

羽
若

し

く

は

第

十

三

条

堀

一

項

の
許

可

又

は
新
法
第
十

四
集
第
六
項
若
し
く
ほ
銅
八
十
条

摘
一

項

田

”

杢

壱
申

”
す

看

岩

崩

国

に

納

喧

店

け

れ

ほ

な

昌

な

い

手

畝

岬

切

獺
肚
，

モ
れ

ぞ

れ
、

改

正

抵

晒

掬

一

粂
、

第

三

免
，

第

八

集
又

は

第
十

三

虫

に

規

定

す

君

頓

と

す

る
．

口
一一一
鶉

｝
」
画

曲

令

切

施
行

の

緕

現
に

曲

箏

法

及
む

課

血

及
ぴ

俳
血

あ

つ

せ

ん

莞

取
肺

詰

切
一

部
珪

改

正

す

る

怯

蛯
第
＝
鼻
晒
規
定
に
よ
る
改

正
前
田

彗

硅
＾
以
下
『
旧

桂
」

と

い

う

Ｊ

踊

十

四

集

第

七

項

｛
旧

硅

第

十
九

条

田

＝
蜻

四

羽
及

ぴ

窮

＝

十

三

条

に

主

い

て

準

用

す
君

靱

合

崔

含

曲
．
〕
固

規

定

に

よ

る

君

哩

又

喧

旧
世
睦
珊
十

四
集

切

四

切

＝

第
一

項

＾
旧

法
窮

十

九

集

の

四

及
ぴ

第

＝
十

三

曼

１＝

増

い
て

革

用
す

る

Ｏ

合

崔

含

血
．
〕
忙
培

い

τ

串

用

す

る

旧
山
瞳
＾
十

四
茱

切

二

錆

一

項

晒

規

定

に

よ

る

碓

蜴

の

申

｝

崔
し

て
い

君

音

帥

旧

法

第

十

囲

集

第

三

項

＾
同

集
搦
七
項
並
ぴ
ヒ

旧

婆

十

九
索
の
＝
第
四
項
政
ぴ
第

＝
十

三

呉

忙

由

い

て

串

用
す

昌

契
口
崔
告

む
Ｊ

肥

規

定

に
よ
ｏ
報
付
す
る
当
眩
申
肺

に
係
る

匡
軸
品

宿

法
描

十

四
粂

第

三

項

後

融

ヒ

規
定

す

昌
も

切
崔

除

く
Ｊ
、

医

藁

部

外

品
■

化

軸

品

若

し

く

は

厘
底

用

具
田

安

全
性

に

田

す
る

武
肚

モ

晒

他

晒

賦

唖

切

成
拍

に

凹
す

る
黄

料

又

肚

旧
法

塙
十

四

集

切

西

鋪

囲

項

＾
旧

法

第

十

九
条

の

四

政
ぴ

第

＝

十

三

条

ヒ

培

い

て

耶

用

す

る

堀

台

崔

含

血
Ｊ

切

規

定

に

よ

ｏ

舗

付

す

君

当
骸

申

甜

に

係

る

肖

料

＾
旧

澁

帯

十

因

粂

晒

四
第

四

項

憧

段

忙

蜆

定

す

若

医

弗

品

に

係

呂

も

晒

註

除

く
．
〕
に

コ

い

て
，

一
」
の

亜

令

晒

加

行

橿

に
，

抽

立

行

政

桂

人

医

藁

品

匿

憲

櫨
器

静

台

欄

拙

加
、

旧
桂
第
十

四
条

切
二
蝿
一
項

＾
旧
法
第

十
九
舶
の
＝
第

四
項

及

ぴ

第

玉

項

並
む

に

舘

＝

十

三

集

に

お

い

て

串

用

す

る

担

合

を
含

む
。
〕
④

規

定

に

よ

ｏ

行

う

恭

査

又

胆

旧

畦
第

十

西

条

固

四

晒

二

甥

一

項

｛
旧
畦

第
十
・
九
条

切

四

及
ぴ

鏑

＝

十

三

粂

ヒ

由

い

て

串

用
す

君

場

合

崔

含

む
．
〕

に

畠

い

て

串

用

す

る

旧

法

第

十

四

条

切

二

第

一

項

切

規

－

定

に

よ

蓼

行

サ

虻

醐
φ

た
曲
、

モ

晒

醐

貝

崔
－

当

哺

試

噛

崔

貞

施

Ｌ

た

施

囲

又

は

当
諮

置

料

に

関

す

る

醐

査

由

喪

施

し

た

施

岨

切

所

在

地

に

出

亜

吉

せ

呂

必

聖

洲

由

る

と

田

出

る

拐

台

忙

お

い

て

は
、

故

正

前

肥

第

九

架

窒

一

項

又

は

第
六

項

の

規
定

は
、
な

お

そ

切

勤

カ

圭

有

す

る
．

，」
の

坦

合

に

由

い

て
，

故

正

前

の

第

九

集

第

＝

項

舘

＝

号

及

甘

第

六
項

第

二

丹

中

『
七

万

正

千

六

百

円
」

と

畠

る

肥

は
、
『
七

万

三

千

二

百

円
」

と

す

る
．

厚
生
甥
側
⊥
＾
臣

用
辻

秀

久

皿
林
水
虜
⊥
＾
臣

島

村

宜

伸

内
闇
幟
理
犬

臣

小
泉
杣
十

郎

国

民

午

金

法
に

よ

る

故

定
軍

の

改

定

箏

忙

田

す

昔
政

令

を

こ

こ

に

公

布

す

る
．

担

毛

臼

３

．

平
成
十

七
年
三

月
三
十

目

内
閻
描

埋
大
臣

小
泉

純
一
郎

唖
令
，
九
十
＝
号

国

民

年

亜

硅

に
よ

畳
改

定

率

田

改

定

屯

に

閾

す

る

政

令

内

閻

暗
、

国

民

年

命
怯

粛

型
一一
十

四

年

睦

柿

第

百

四

十

一

号
〕

第

＝

十
七

集

の

二

第

四

項

及

ぴ

第

＝

十

七

粂

切
三

第

三
項
一

厚
生
午
面
保
険
法

＾
招
和
＝
十

九
年
桂

律
鏑
百
十
五

量

第
四

±
一
菓

晒
二
第
五
項
及
ぴ
掬

四

±
一
東

切
三

第

四

項

｛
同

抽

附

則

第

十

七

集
の

二
蜻

六

項
忙

由

い

τ

串

用
す

昌

幻

台

左

含

む
．
〕
、

貝

生

年

金

保

険

法

笛

の

一

部

在

改

正
す
昌
詰
控

華

疵
＾
年
法
律
籔
八
十
＝

量

附
則

第
十
六

集
第
一

珀
及
ぴ

第
十
七
集
第
三
項
並
む
に

団
民
年
壷
桂
朝

切
一
部
壷
改
正
す
昌
怯
律

＾
平
戚
十
一
一
年

睦
偉
冤
十
八

ε

陥
則

窮
＝

十
一
茱
第
十
三
項

政
ぴ
附

則
別
裳

第
一
晒
規
症

に

萢
ヨ

昔
，

［

田

政

令

左

制

定

す

君
．

＾
平
戒

十

七

年

星

ヒ

畠

岨

君

国

民

年
金

桂
第

＝

十

七

崇

ヒ

規

定

す

る
設

定

率

晒

苗

定
〕

，

一

鶉

平
戒

十

七

年

庄

ヒ

お

貯

着

国

民

年
金

瞳

用
＝

十

七

条

に

規
定

す

君

改

定

寧

哺
、

一

と

す

る
。

＾
平

庫

十
七

年

庄

ヒ

畠

け

君

口

生

年
金

保

険
怯

舘

四
十

三

条

第

一

項
に

規

定

す

呂

萬

岬

価

串

に

関

す

る

脱

替

え

埴
〕

口

＝

莇

平
成

十

七

年
届

に

由

け

る

口
生

年

金

保

晩
法

第

四
十

三

条

鏑
一

現

１；

規

定
す

着

再

岬
価

串

に

コ

い

て

は
、

同

畦

別
妄

空
別

皇

第

一

の

と

由

ｏ

碗

み
讐

え

τ
、

同
浩

画

規

定

＾
他

切

桂

令

忙

由

い

て
、

引

用
し
、

鞘

用

し
，

又

は

そ

切

例
忙

よ

る

坦

台

吉

台

む
Ｊ

壱

茄

用
す

る
．



号外第 ６９ 号報宮水曜日平成 １７ 年 ３ 月 ３０ 日４３

第

九

十

旦

集

中
一
中
及

ぴ

支
出

官

“

読

規

程

第

十

条

鷺

一

項
」

壱

「

支

出
官

■

監

規

謁

覧

十

粂

籔

一

項

艮
ぴ

財

武

融

賢

貴

金

拮

錺

金

亙

掘

規

則
第

一

条

の

二

第

七

号
」

に

改

弛

る
．

第

九

十

三

条

中

Ｈ
及

び

第
十

四

条

切

三

か

眉

第

十

四

集

屯

五

皇

祀
」

崔

「

鷺

十

四

集

晒

三

か

昌
鴛

十

四
貞

の
玉

ま

で

及

ぴ

蹄

四

十

四

集

切
一
」
第

申

項

ｈ

忙

改

出
．
「
舳

柚
』

由

下

臣

「
又

肚

払

込

み
」
■

崔

加

え

由
’一

。
川

■

■

吐

舘
八

書

菱

奮

岩

長

菖
．

・

－
、

’

－

｝

第

＾

号

■

式

・

削

除

一
・
い

二

■

＾

第
＝
十
一
号

●
式
及
ぴ
錆
巳

十
『

帽
＾
弍
崔
次
切
よ
う
ヒ
改
也
る
．

■

第

二

十

一

号

ｏ

式

及
む

館

＝

十

〇

号
●

式
．一
削

除
．

卦
擁
註
。
σ
蒜
謙

意

辮
｝
島
鞭
浦
刮
ゆ
偶
曽
、錦
副
塾

欝

骨
㌘
貿

伺

＾
日
味
銅
侃
切
簑

入
金

等
の
曼

入
忙

敷
、
昂
特

別
取
披

争
柳
の
一
部
曲
芯
〕

、

誰

濠

雛

搬

稽

淳

蝪
召
浦
墨
手
榊
、岬
聖
十
四
遂

劣
書
“一■
の
一
襲

第

一

粂

第

一

項
第

三

号

中

『
払

込

崔
」

庄

「
払

込
み

を
」

１＝

改
㎞
、一

同

項
に

茨

切

一

号
壱

加

え

｛

四

財
政

聾

賀
金

＾
財
政

融
竈
資
金

頂
暁

金
取

摂
規
則

＾
昭
和
「
］
』
＾
宇
夫

薯

令
鋳
一

蜀

号
．

以
下

『
鴉

唯

金
規
則
』
と

い
う
Ｊ

覧

凧
生

切
＝
珀
一一
玄

及
ひ
財
政

聾

賞
金
が
口

理
及
ぴ
運
用
ゆ
苧
欄
胞

固
す

有
規
則
＾
胆

荊

四
十
九

苧
大
芯
省
令

第
回
十
ｉ

摂

以
下

、
岱

垣
竈
用
規
則
Ｈ

と

い
う
Ｊ
第
四
汁
Ｈ
崩

曾

一
籔

皇
項
切
規
定

に

よ

ｏ

払

担

み

壱

畳

け

竜

＾
ム
ロ
た

阻

石
．
〕

■
－

卍

第
一一

裏

の
Ｅ

の

吹

ヒ

次

の
一

免

癌

伽

見

君
．

ｊ

「
ヰ

善
一
萎
一．「

臭

馨

突

窒

績
、

耀

禽

嬰
八
秀
＝
第
三
謁

塞

呈
ｏ
髭

聾

墓

轟

金
岩

薯

落

濯

穣
迦
慧

春

蓬

嘗
、
兵

書

琶
下

鼠

蓋
知
鋏
葛
毫

欝
融

省
理
財
局
甚

に
、．
卿
舳
牌
榊
谷
田
齪

に
引
い
芯
は

目
津
堪
行
本
店
忙
，

遺
何
し
な
時
血
吐
な
射
な
帖
｛
，」
の
ｏ
台

鵯

詳

鐸
雛
械
鳩
堰
｝
竪
４
｝
｛
奮
行
’
た
蜜
聾
墓
肩

婁

ぷ
交

果

警
嚢

袋

療
、
嘉

蓋
規
墨
四
士

奮
＝
窒

碧
霊

至

墨
人
蔓
帖
男
蓑

団
体
窒

塞

婁
込
葦

蕎

董

養
、．
こ
塞

擢
し
て、

握

蓋

智
鞄
１・
轟

蓋

霧

墓
肋

局

長

に
、

蚊

納

に

梛

｛

記
僚

忙

コ

い

τ

は

日

本
堪

行

本
店

忙
，一

送

佃

Ｌ

壮

け

れ
ほ

な

呂

な

い
■
里
Ｌ
田

Ｏ
合

塁

帖

て
，

目
本
獺
行
歳

入
代
理
店

は
、

領
収
肚
■

壱
払
込

蓄

行

嘉

抽
人
等

蓋

地
カ
公
共
団

雀

蓋

芋

ケ

…

荏
理

し

な

い
・

蓋

奉

墨
窒
事
・
雫
芒
普

塵

夷
切
三一
き

蟹

黒
汽
翻
猷
乞

戴
討

＾
堪

λ

融
収

官

箏

誼

規

理

の

一

部

曲

正
Ｕ

■

－
。

宅
集

突
砒
誓
ξ

姦
謁
一
盟
二
十
吉
芙

薯
令
書
四
十

…

２

襲

窒

当

轟
正
す
る・

弟
。
十

麦

寛
出
し
中

日

窪

賛

三
口
援

蓼
・、
ヒ
肇
、
同
奉

睦

萎

三
碧

量

雫

に

「
又

暗

第
一」
十

一

集

面

六

境

一

項

第

七
号
ｋ

包
加

え

一
垣

収

詰

呑
の

遍
知

崔
』
。
崔

，
慣

収

靖

珀

田

珂

知

又
は

旧
軌

済

通
知

仙
盟
、^

目
ｏ
金

親
邊
第
十
曲

条
切

五
瑛
ぴ
特

別
手
協
鏑
三
崇
箏
九

項
に
規

旭
前
乱

慣
帆
流
珂

町
仙
軸
旧
囲

る
Ｊ

壱
」

に

改

畠
，
「
当

眩

籟
収

済

田

遍

知
」

肥

下

忙

『
又
は

伽

収

済

遍

却

何
報
」

を

加

え

｛

＾
邊

入
蛯
出

外
の
国
ｏ
内

移
邊

に
四
す
昌
規
則
の
一
鵠
改
正
〕

。
鵠
す
常
｝
出
岩

里
内
蓬
ヒ
字
る
竈

窮
。一
手
ま

溶

湧
十
豊
，
蓑

萎

よ
畠

覧
二
集
中

■
支
出
官
口
講
規
程

＾
咀
和
＝
十

二
牛
犬

薯

令

荒
九
十

西
号
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